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3　広報西ノ島５月号

総 務 課
主 事

氏
　
　 

名
　
小こ

ま
つ松

　
祐ゆ

う
き樹

出
　
　
身
　
松
江
市

趣
　
　
味
　
野
球
観
戦
・
旅
行
・
温
泉
め
ぐ
り

自
己
Ｐ
Ｒ

　
こ
の
春
よ
り
西
ノ
島
町
役
場
で
働
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た

小
松
祐
樹
と
申
し
ま
す
。
父
や
祖
父
母
も
生
活
し
て
い
た
西

ノ
島
で
の
生
活
と
町
民
の
皆
様
と
の
出
会
い
を
楽
し
み
に
し

て
お
り
ま
す
。
今
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
て
、
早
く
仕
事
に

対
応
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

総 務 課
主 事

氏
　
　 

名
　
大お

お
ば庭

　
茉ま

な奈

出
　
　
身
　
松
江
市

趣
　
　
味
　
剣
道
、
小
物
作
り
、
観
劇

自
己
Ｐ
Ｒ

　
４
月
か
ら
西
ノ
島
町
役
場
で
働
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
大
庭
茉
奈
と
申
し
ま
す
。
保
健
師
と
し
て
西
ノ

島
町
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
健
康
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
慣
れ
な
い
こ
と
も
多
く
ご
迷
惑
を
お
か
け

す
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
！

氏
　
　 

名
　
山や

ま
も
と本

　
稜り

ょ
う
た汰

出
　
　
身
　
松
江
市

趣
　
　
味
　
車
、
バ
イ
ク
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
な
ど

自
己
Ｐ
Ｒ

　
４
月
か
ら
西
ノ
島
町
教
育
委
員
会
で
勤
務
と
な
り
ま
し
た
、

山
本
稜
汰
と
申
し
ま
す
。
隠
岐
に
は
幼
い
頃
か
ら
よ
く
遊
び

に
来
て
お
り
、
こ
の
度
西
ノ
島
で
働
け
る
事
を
と
て
も
嬉
し

く
思
い
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
面
ば
か
り
で
、
至
ら
ぬ
点
も
多
く
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
一
刻
も
早
く
仕
事
を
覚
え
活
躍
で
き
る
よ

う
、
日
々
頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

健康福祉課
保 健 師

教 育 課
主 事

西ノ島町役場新規採用職員紹介

健康福祉課
社会福祉士

氏
　
　 

名
　
山や

ま
な
か中

　
仁じ

ん

出
　
　
身
　
海
士
町

趣
　
　
味
　
釣
り
、
音
楽
鑑
賞

自
己
Ｐ
Ｒ

　
３
年
ほ
ど
前
よ
り
西
ノ
島
町
に
住
ん
で
お
り
ま
し
た
が
、

こ
の
度
西
ノ
島
町
の
職
員
と
し
て
働
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

西
ノ
島
町
は
幼
少
期
に
過
ご
し
た
こ
と
も
あ
り
、
自
然
と
人

情
に
溢
れ
た
思
い
入
れ
が
あ
る
町
で
す
。
役
場
で
の
仕
事
は

初
め
て
な
の
で
不
慣
れ
な
と
こ
ろ
も
多
々
あ
り
ま
す
が
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

氏
　
　 

名
　
阿あ

が
わ川

　
満ま

み美

出
　
　
身
　
境
港
市

趣
　
　
味
　
テ
ニ
ス
、
美
術
館
め
ぐ
り

自
己
Ｐ
Ｒ

　
初
め
ま
し
て
。
海
向
こ
う
の
境
港
市
よ
り
来
ま
し
た
。
食

べ
る
こ
と
と
運
動
が
好
き
で
す
。
お
い
し
い
も
の
い
っ
ぱ
い

食
べ
て
、
楽
し
く
運
動
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ

ん
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

観光定住課
主 事

氏
　
　 

名
　
北き

た
い井

　
賢け

ん
い
ち一

出
　
　
身
　
兵
庫
県
神
戸
市

趣
　
　
味
　
釣
り
・
ド
ラ
イ
ブ

自
己
Ｐ
Ｒ

　
西
ノ
島
の
魅
力
に
誘
わ
れ
て
来
島
し
ま
し
た
。
町
民
の
皆

様
の
優
し
さ
と
豊
か
な
自
然
に
あ
ふ
れ
る
本
町
の
た
め
に
働

け
て
光
栄
で
す
。
西
ノ
島
の
魅
力
を
一
人
で
も
多
く
の
方
に

伝
え
る
た
め
に
「
一
目
で
分
か
る
西
ノ
島
」
を
考
え
な
が
ら

頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

2　広報西ノ島〇月号 広報西ノ島 5月号　2

新 1年生になりました！
西ノ島小学校

志
し だ

田 亘
わたる

くん

福
ふくしま

島 純
す み れ

怜ちゃん

上
うえはら

原 碧
あ お と

斗くん

 坂
さか

 夏
な つ め

芽ちゃん

中
なかざわ

澤 咲
に こ

心ちゃん

三
さえぐさ

枝 優
ゆ う き

輝くん

岩
い わ さ

佐 海
か い り

里ちゃん

富
とみたに

谷 奏
か な と

仁くん

『保育園の先生』

『ケーキ屋さん』

『漁師』

『美容師』

『保育園の先生』

『テニス選手』

『バドミントン選手』

『お医者さん』

『小学校の先生』

　今年は西ノ島小学校へ新たに 23名が入学しました。地域の皆さん、どうぞよろしくお願いします。

新 1年生になりました！
ぼく　
わたしの夢

『警察官』
小
こ だ に

谷 司
つ か さ

冴くん 井
いのうえ

上 玲
れ い ら

良ちゃん栗
く り き

木 海
か の あ

碧ちゃん

『発明家』
新
しんざわ

澤 陽
は る と

斗くん

『ラガーマン』
杉
すぎやま

山 大
た い が

河くん

『漁師』

中
なかはま

浜 百
も も か

花ちゃん

『小学校の先生』
 灘

なだ

 桜
お う き

喜くん
『警察官』

 灘
なだ

 美
み づ き

月ちゃん
『保育園の先生』

野
の ぐ ち

口 唯
ゆ い と

人くん

『正義の味方』
福
ふくしま

島 凪
な ぎ さ

里くん

『漁師』
増
ま す だ

田 煌
ひかる

くん

『車屋さん』
萬
ま ん だ

田 栞
か ほ

朋ちゃん

『看護師さん』

柳
やなぎたに

谷 充
みつひろ

浩くん
『警察官』『小学校の先生』

山
やました

下 結
ゆ な

生ちゃん

『小学校の先生』
山
やました

下 愛
ら な

奈ちゃん
※名前の下にあるかっこ内のものは

将来の夢になります。
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5　広報西ノ島５月号

議会だより

　
20
年
後
の
あ
る
べ
き
町
づ
く
り
構
想
を
議
論

す
る
全
世
代
型
の
官
民
一
体
と
な
っ
た
検
討
会
、

或
い
は
審
議
会
の
立
ち
上
げ
に
つ
い
て

回
答
　
町
長

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
が
平
成

30
年
３
月
に
ま
と
め
た
「
日
本
の
地
域
別
将
来

推
計
人
口
」
に
よ
る
と
、
本
町
の
２
０
４
０
年

の
人
口
は
１
，
８
８
４
人
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。

本
町
で
策
定
す
る
第
２
期
総
合
戦
略
で
は
、

こ
の
２
０
４
０
年
の
社
人
研
の
推
計
値
（
１
，

８
８
４
人
）
よ
り
、
３
７
０
人
程
度
上
回
る
と

推
計
し
た
２
，
２
５
０
人
を
想
定
し
て
い
る
。

総
合
振
興
計
画
や
総
合
戦
略
と
い
っ
た
、
ま

ち
づ
く
り
に
関
わ
る
上
位
計
画
も
今
後
の
人
口

減
少
を
見
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
理
解

い
た
だ
き
た
い
。

現
段
階
で
は
、
20
年
後
を
想
定
し
た
検
討
会
・

中濵　堯介
議 員

審
議
会
を
設
置
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
が
、

平
成
５
年
に
策
定
し
た
第
３
次
総
合
振
興
計
画

に
は
、「
将
来
の
西
ノ
島
」
に
つ
い
て
、
小
学
生

の
声
や
作
文
を
取
り
上
げ
た
経
緯
が
あ
る
。

ま
ち
づ
く
り
計
画
の
最
上
位
計
画
で
あ
る
第

５
次
西
ノ
島
町
総
合
振
興
計
画
が
令
和
４
年
度

を
目
標
年
度
（
最
終
年
度
）
と
す
る
計
画
と
な
っ

て
い
る
の
で
、
現
在
策
定
中
の
第
２
期
総
合
戦

略
と
の
兼
ね
合
い
も
考
慮
し
な
が
ら
、
第
６
次

の
総
合
振
興
計
画
策
定
の
際
に
は
、
子
供
た
ち

が
主
体
的
に
町
の
現
状
を
知
る
こ
と
や
子
供
目

線
か
ら
行
政
へ
提
案
す
る
こ
と
は
、
大
変
重
要

な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
際
に
は
、

幅
広
い
意
見
集
約
が
図
れ
る
よ
う
検
討
し
て
い

く
。

議
会
だ
よ
り

第
４
８
０
回
西
ノ
島
町
議
会
　
３
月
定
例
会
一
般
質
問
（
要
約
）

③
　
町
内
地
域
別
の
人
口
変
動
の
要
因
と
対
応

中上　哲一
議 員

１
　
総
合
戦
略
に
つ
い
て

　
①
　
第
１
期
の
目
標
と
実
績
の
評
価
、
第
２

　
　
期
の
考
え
方

回
答
　
町
長

　
第
１
期
総
合
戦
略
の
総
括
は
、
最
も
基
本
的

な
部
分
で
あ
る
総
人
口
や
年
少
人
口
、
生
産
年

齢
人
口
に
つ
い
て
は
確
保
で
き
る
見
通
し
と
な
っ

て
い
る
。

　
第
２
期
総
合
戦
略
に
お
い
て
も
「
新
し
い
人

の
流
れ
」、「
安
定
し
た
雇
用
の
創
出
」、「
結
婚
・

出
産
・
子
育
て
」
と
い
う
施
策
の
大
き
な
方
向

性
は
継
続
し
て
取
り
組
み
、今
後
は
女
性
の
「
移

住
・
定
住
」、「
女
性
の
労
働
環
境
の
整
備
」
も

含
め
意
識
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
な
お
、
第
２
期
総
合
戦
略
に
つ
い
て
は
総
合

戦
略
会
議
で
の
意
見
集
約
を
図
っ
た
案
に
対
し

て
の
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
て
い
る
。

②
　
第
１
期 

総
合
戦
略
に
よ
り
、
人
口
減
少

　
抑
制
効
果
が
表
れ
た
こ
と
に
つ
い
て

回
答
　
町
長

　
議
員
独
自
に
別
の
角
度
か
ら
人
口
動
態
等
に

つ
い
て
比
較
分
析
し
た
も
の
で
、
非
常
に
分
か

り
や
す
い
分
析
だ
と
思
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

回
答
　
町
長

　
平
成
25
年
か
ら
平
成
30
年
の
人
口
減
少
は
お

よ
そ
２
９
０
人
で
、
こ
の
う
ち
死
亡
に
伴
う
減

少
が
最
も
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

　
西
部
地
区
の
人
口
減
少
率
が
高
く
な
っ
て
い

る
要
因
は
、
平
成
26
年
度
以
降
の
供
用
開
始
住

宅
が
東
部
・
美
田
地
区
で
31
戸
と
、
こ
の
地
区

に
集
中
し
て
い
る
こ
と
も
若
干
作
用
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
が
、
最
も
大
き
な
要
因
は
、
高
齢

化
に
伴
い
和
光
苑
・
み
ゆ
き
荘
で
亡
く
な
ら
れ

る
方
が
多
く
、
両
施
設
に
は
新
し
い
方
が
入
所

さ
れ
る
こ
と
で
東
部
地
区
（
和
光
苑
）
と
美
田

地
区
（
み
ゆ
き
荘
）
は
人
口
減
少
が
抑
制
さ
れ

る
の
に
対
し
、
介
護
施
設
の
な
い
西
部
地
域
で

は
両
施
設
へ
の
転
居
に
よ
り
減
少
し
て
い
る
。

　
町
内
の
自
然
増
減
、
社
会
増
減
だ
け
に
着
目

す
る
と
、
一
番
減
少
率
の
大
き
い
の
は
東
部
地

区
と
な
り
、
美
田
地
区
、
西
部
地
区
の
順
と
な

る
。

　
移
住
・
定
住
対
策
の
推
進
に
は
、「
住
居
の

確
保
」
が
大
き
な
要
因
で
あ
る
が
、
西
部
地
区

に
は
町
が
管
理
す
る
住
宅
の
す
で
に
６
割
以
上

が
集
中
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
転
用
可
能
な

公
共
用
地
も
少
な
い
。
人
口
減
少
対
策
は
地
域

別
の
事
情
よ
り
も
地
域
全
体
の
状
況
を
優
先
す

べ
き
と
考
え
て
い
る
。
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社会教育主事・指導主事紹介

　地域おこし協力隊とは、都市住民を地域社会の新たな担い手として受け入れ、いろいろな分野で地域協力
活動を行う取組です。
　今回、新しく西ノ島町にて活動する地域おこし協力隊員を紹介します。何卒よろしくお願いします。

社会教育主事

指 導 主 事

氏
　
　 

名
　
新し

ん
し
き敷

　
萌ほ

の
か香

出
　
　
身
　
珍
崎

趣
　
　
味
　
ド
ラ
イ
ブ

自
己
Ｐ
Ｒ

　
１
年
間
松
江
で
勤
務
し
て
い
ま
し
た
が
、地
元
に
帰
っ

て
き
ま
し
た
。
地
元
で
の
就
職
は
楽
し
み
で
す
が
、
ド

キ
ド
キ
な
部
分
も
あ
り
ま
す
。
自
然
と
た
く
さ
ん
触
れ

合
う
こ
と
が
出
来
る
保
育
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 みた保育園

保 育 士

み た 保 育 園
所 属

氏　　名　木
き ぶ し

伏　一
い っ と

斗
出　　身　神奈川県茅ヶ崎市
趣　　味　釣り、パン作り
自己ＰＲ
　今年度より地域おこし協力隊に所属することになりました木伏と申します。
地域おこし協力隊の任務はもちろんのこと、趣味である釣りなどで様々な場所に出没し、皆々
様とご縁を結ばせていただくことがあると思います。
　その際はお気軽にお話かけいただけますと幸いです。これから何卒宜しくお願い申し上げま
す。

地域おこし協力隊員紹介

氏　　名　廣
ひ ろ え

江　健
けんすけ

介
出　　身　隠岐の島町
趣　　味　旅行、料理
自己ＰＲ
　初めて西ノ島にやってきました。社会教育主事という仕事も初めてです。先輩方から、社会
教育主事は「教育を通して地域を元気にすること」だと言う話を頂きました。まずは、西ノ島
という地を知ることから始めようと思います。地域に繰り出していこうと思いますので、是非
気軽に声をかけて下さい。

氏　　名　澤
さわ

　純
じゅんこ

子
出　　身　浦郷
趣　　味　畑作
自己ＰＲ
　二年間のんびりしておりましたが、今年度教育委員会で勤務をすることになりました。

「どうしてまた？」「もうのんびりやったら？」と言われそうですが、西ノ島小学校・中学校の
子供たちが成長していく姿をもう少し見ていたいと思い、またこの職に就きました。
　微力ではありますが、何かのお役にたてたらと思っています。よろしくお願いいたします。
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議会だより

　
20
年
後
の
あ
る
べ
き
町
づ
く
り
構
想
を
議
論

す
る
全
世
代
型
の
官
民
一
体
と
な
っ
た
検
討
会
、

或
い
は
審
議
会
の
立
ち
上
げ
に
つ
い
て

回
答
　
町
長

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
が
平
成

30
年
３
月
に
ま
と
め
た
「
日
本
の
地
域
別
将
来

推
計
人
口
」
に
よ
る
と
、
本
町
の
２
０
４
０
年

の
人
口
は
１
，
８
８
４
人
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。

本
町
で
策
定
す
る
第
２
期
総
合
戦
略
で
は
、

こ
の
２
０
４
０
年
の
社
人
研
の
推
計
値
（
１
，

８
８
４
人
）
よ
り
、
３
７
０
人
程
度
上
回
る
と

推
計
し
た
２
，
２
５
０
人
を
想
定
し
て
い
る
。

総
合
振
興
計
画
や
総
合
戦
略
と
い
っ
た
、
ま

ち
づ
く
り
に
関
わ
る
上
位
計
画
も
今
後
の
人
口

減
少
を
見
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
理
解

い
た
だ
き
た
い
。

現
段
階
で
は
、
20
年
後
を
想
定
し
た
検
討
会
・

中濵　堯介
議 員

審
議
会
を
設
置
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
が
、

平
成
５
年
に
策
定
し
た
第
３
次
総
合
振
興
計
画

に
は
、「
将
来
の
西
ノ
島
」
に
つ
い
て
、
小
学
生

の
声
や
作
文
を
取
り
上
げ
た
経
緯
が
あ
る
。

ま
ち
づ
く
り
計
画
の
最
上
位
計
画
で
あ
る
第

５
次
西
ノ
島
町
総
合
振
興
計
画
が
令
和
４
年
度

を
目
標
年
度
（
最
終
年
度
）
と
す
る
計
画
と
な
っ

て
い
る
の
で
、
現
在
策
定
中
の
第
２
期
総
合
戦

略
と
の
兼
ね
合
い
も
考
慮
し
な
が
ら
、
第
６
次

の
総
合
振
興
計
画
策
定
の
際
に
は
、
子
供
た
ち

が
主
体
的
に
町
の
現
状
を
知
る
こ
と
や
子
供
目

線
か
ら
行
政
へ
提
案
す
る
こ
と
は
、
大
変
重
要

な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
際
に
は
、

幅
広
い
意
見
集
約
が
図
れ
る
よ
う
検
討
し
て
い

く
。

議
会
だ
よ
り

第
４
８
０
回
西
ノ
島
町
議
会
　
３
月
定
例
会
一
般
質
問
（
要
約
）

③
　
町
内
地
域
別
の
人
口
変
動
の
要
因
と
対
応

中上　哲一
議 員

１
　
総
合
戦
略
に
つ
い
て

　
①
　
第
１
期
の
目
標
と
実
績
の
評
価
、
第
２

　
　
期
の
考
え
方

回
答
　
町
長

　
第
１
期
総
合
戦
略
の
総
括
は
、
最
も
基
本
的

な
部
分
で
あ
る
総
人
口
や
年
少
人
口
、
生
産
年

齢
人
口
に
つ
い
て
は
確
保
で
き
る
見
通
し
と
な
っ

て
い
る
。

　
第
２
期
総
合
戦
略
に
お
い
て
も
「
新
し
い
人

の
流
れ
」、「
安
定
し
た
雇
用
の
創
出
」、「
結
婚
・

出
産
・
子
育
て
」
と
い
う
施
策
の
大
き
な
方
向

性
は
継
続
し
て
取
り
組
み
、今
後
は
女
性
の
「
移

住
・
定
住
」、「
女
性
の
労
働
環
境
の
整
備
」
も

含
め
意
識
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
な
お
、
第
２
期
総
合
戦
略
に
つ
い
て
は
総
合

戦
略
会
議
で
の
意
見
集
約
を
図
っ
た
案
に
対
し

て
の
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
て
い
る
。

②
　
第
１
期 

総
合
戦
略
に
よ
り
、
人
口
減
少

　
抑
制
効
果
が
表
れ
た
こ
と
に
つ
い
て

回
答
　
町
長

　
議
員
独
自
に
別
の
角
度
か
ら
人
口
動
態
等
に

つ
い
て
比
較
分
析
し
た
も
の
で
、
非
常
に
分
か

り
や
す
い
分
析
だ
と
思
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

回
答
　
町
長

　
平
成
25
年
か
ら
平
成
30
年
の
人
口
減
少
は
お

よ
そ
２
９
０
人
で
、
こ
の
う
ち
死
亡
に
伴
う
減

少
が
最
も
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

　
西
部
地
区
の
人
口
減
少
率
が
高
く
な
っ
て
い

る
要
因
は
、
平
成
26
年
度
以
降
の
供
用
開
始
住

宅
が
東
部
・
美
田
地
区
で
31
戸
と
、
こ
の
地
区

に
集
中
し
て
い
る
こ
と
も
若
干
作
用
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
が
、
最
も
大
き
な
要
因
は
、
高
齢

化
に
伴
い
和
光
苑
・
み
ゆ
き
荘
で
亡
く
な
ら
れ

る
方
が
多
く
、
両
施
設
に
は
新
し
い
方
が
入
所

さ
れ
る
こ
と
で
東
部
地
区
（
和
光
苑
）
と
美
田

地
区
（
み
ゆ
き
荘
）
は
人
口
減
少
が
抑
制
さ
れ

る
の
に
対
し
、
介
護
施
設
の
な
い
西
部
地
域
で

は
両
施
設
へ
の
転
居
に
よ
り
減
少
し
て
い
る
。

　
町
内
の
自
然
増
減
、
社
会
増
減
だ
け
に
着
目

す
る
と
、
一
番
減
少
率
の
大
き
い
の
は
東
部
地

区
と
な
り
、
美
田
地
区
、
西
部
地
区
の
順
と
な

る
。

　
移
住
・
定
住
対
策
の
推
進
に
は
、「
住
居
の

確
保
」
が
大
き
な
要
因
で
あ
る
が
、
西
部
地
区

に
は
町
が
管
理
す
る
住
宅
の
す
で
に
６
割
以
上

が
集
中
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
転
用
可
能
な

公
共
用
地
も
少
な
い
。
人
口
減
少
対
策
は
地
域

別
の
事
情
よ
り
も
地
域
全
体
の
状
況
を
優
先
す

べ
き
と
考
え
て
い
る
。
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議会だより

西
部
４
地
区
の
区
長
さ
ん
と
今
後
の
意
見
集
約
の
方

法
な
ど
を
相
談
し
て
い
た
。

し
か
し
、
新
庁
舎
の
建
設
に
向
け
て
、
両
学
校

跡
地
と
も
に
新
庁
舎
の
候
補
地
と
な
っ
た
こ
と
か
ら

一
旦
中
断
を
し
た
経
緯
が
あ
る
。

新
年
度
に
再
度
、
同
様
の
会
議
を
立
ち
上
げ
、

関
係
者
の
意
見
を
踏
ま
え
な
が
ら
進
め
て
い
く
考

え
で
あ
る
。

急
峻
な
地
形
が
多
い
本
町
に
あ
っ
て
貴
重
な
資

源
で
あ
る
の
で
、
老
朽
化
の
進
む
公
共
施
設
の
移

転
候
補
地
と
し
て
の
活
用
等
を
含
め
検
討
す
る
。

尾 﨑 　 満
議 員

１
　
人
口
減
少
対
策
の
評
価
と
新
年
度
予
算
編
成

　
に
つ
い
て

回
答
　
町
長

　
人
口
減
少
対
策
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
新
年
度
に

推
進
会
議
を
予
定
し
て
い
る
。

　「
第
５
次
総
合
振
興
計
画
」
に
基
づ
く
「
西
ノ
島

町
総
合
戦
略
」
に
掲
げ
る
取
り
組
み
は
、
合
計
特

殊
出
生
率
が
高
止
ま
り
し
て
い
る
こ
と
や
社
会
増

減
が
プ
ラ
ス
に
転
じ
た
こ
と
、
令
和
元
年
度
末
の

総
人
口
が
目
標
値
を
100
人
程
度
上
回
る
見
込
み
な

ど
か
ら
、
人
口
減
少
抑
制
に
向
け
た
一
定
の
成
果

が
得
ら
れ
た
と
思
っ
て
い
る
。

　
新
年
度
に
お
い
て
、
有
人
国
境
離
島
交
付
金

を
活
用
し
た
定
住
・
職
場
体
験
ツ
ア
ー
等
に
よ
り

『
新
し
い
人
の
流
れ
』
を
つ
く
り
、
従
来
の
産
業

振
興
諸
施
策
に
加
え
、「
専
門
系
事
務
職
場
誘
致

促
進
事
業
の
推
進
」、「
特
定
地
域
づ
く
り
事
業

推
進
法
に
基
づ
く
取
り
組
み
」
な
ど
『
資
源
を

生
か
し
た
雇
用
を
創
出
』
し
な
が
ら
、
充
実
し

た
子
育
て
支
援
策
を
も
っ
て
『
結
婚
・
出
産
・
子

育
て
』
の
希
望
を
叶
え
る
よ
う
、
財
政
状
況
を
見

極
め
な
が
ら
新
年
度
の
予
算
編
成
を
行
っ
た
。

回
答
　
町
長

　
第
５
次
総
合
振
興
計
画
に
つ
い
て
は
、
町

の
未
来
を
支
え
る
合
言
葉
、「
Ｋ
ｅ
ｅ
ｐ

３
０
０
０
！
」
と
し
、
島
の
魅
力
を
活
か
し
、
伝

え
、
支
え
る
こ
と
に
よ
り
「
人
の
集
う
島
」
を
目

指
し
、
住
民
生
活
の
全
般
に
わ
た
る
項
目
を
「
産

業
振
興
」、「
保
健
・
医
療
・
福
祉
」、「
環
境
」、「
情

報
発
信
」、「
教
育
」、「
生
活
基
盤
整
備
」
の
６

つ
の
体
系
に
整
理
し
、
町
政
運
営
の
指
針
と
し
て

い
る
。

　
計
画
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
中
期
財
政
計
画

や
年
次
の
予
算
の
中
で
検
討
を
重
ね
、
議
会
に

も
諮
り
な
が
ら
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
平
成
27
年

に
は
人
口
減
少
対
策
に
特
化
し
た
「
総
合
戦
略
」

を
策
定
し
、
新
年
度
か
ら
第
２
期
総
合
戦
略
の

計
画
期
間
に
入
る
。

　
総
合
振
興
計
画
は
、
住
民
生
活
に
係
る
行
政

２
　
第
５
次
総
合
振
興
計
画
の
評
価
と
今
後
の

　
町
政
運
営
に
つ
い
て

活
動
の
指
針
を
網
羅
的
に
記
載
し
て
い
る
も
の
で

あ
り
、
目
標
や
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
設
定
し
て
い
な
い
こ

と
か
ら
検
証
体
制
・
方
法
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か

ら
探
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
そ
の
全
て
に
つ
い

て
検
証
作
業
を
行
う
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
て
い

る
。

　
議
会
を
は
じ
め
、
総
合
戦
略
の
進
捗
を
管
理

す
る
推
進
会
議
、
区
長
会
、
各
種
団
体
、
町
民

の
皆
さ
ん
な
ど
か
ら
頂
く
意
見
か
ら
課
題
を
見

い
だ
し
、
施
策
に
反
映
さ
せ
て
い
く
の
で
、
理
解

い
た
だ
き
た
い
。

　
産
業
面
で
は
新
規
自
営
の
農
業
・
漁
業
者
の

誕
生
、
Ａ
級
グ
ル
メ
の
取
り
組
み
、
ソ
フ
ト
産
業

の
企
業
誘
致
、
海
藻
類
加
工
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど

の
新
し
い
芽
も
出
て
き
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
芽
を

育
て
な
が
ら
、
先
述
し
た
新
規
施
策
に
取
り
組

み
、
総
合
振
興
計
画
の
着
実
な
推
進
、「
人
の
集

う
島
へ
」
の
実
現
に
向
け
取
り
組
む
。

東 保
議 員

「
町
外
の
若
い
女
性
と
の
交
流
の
活
性
化
に
つ
い
て
」

本
町
は
若
い
女
性
が
非
常
に
少
な
い
。

若
い
女
性
の
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
を
増
や
す
た
め
に
、

以
下
の
こ
と
に
つ
い
て
伺
う
。

①
　
隠
岐
汽
船
女
性
割
引
旅
券
の
発
行
と
Ｓ
Ｎ

　
Ｓ
で
の
Ｐ
Ｒ
依
頼
に
つ
い
て

回
答
　
町
長

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情
報
発
信
に
つ
い
て
は
、
ブ
ロ
グ
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
発
信
者
等
に
対
し
、
国
賀
海
岸
の
ハ
イ

キ
ン
グ
コ
ー
ス
等
を
取
材
す
る
プ
レ
ス
ツ
ア
ー
を

実
施
し
た
経
緯
が
あ
る
。

　
ツ
ア
ー
実
施
後
に
新
聞
、
専
門
誌
の
掲
載
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
参
加
者
の
発
信
に
よ

り
、
100
万
を
超
え
る
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
が
得
ら
れ
た
。

ま
た
、
翌
年
度
に
は
多
く
の
ハ
イ
キ
ン
グ
客
が
来

島
し
た
実
績
が
あ
る
。

　
今
年
度
は
移
住
促
進
ツ
ア
ー
や
、
お
客
様
が
ド

ロ
ー
ン
講
習
を
受
け
、
そ
の
後
に
名
所
で
空
撮
し

た
動
画
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
発
信
し
て
い
た
だ
く
体
験
メ

ニ
ュ
ー
も
計
画
し
て
い
る
。

　
民
間
企
業
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
単
独

で
の
実
施
は
難
し
い
が
、
今
後
、
体
験
ツ
ア
ー
等

を
企
画
す
る
際
に
、
一
つ
の
着
眼
点
と
し
て
検
討

し
て
い
く
。
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回
答
　
町
長

　
市
町
村
民
経
済
計
算
は
「
県
民
経
済
計
算
」

を
市
町
村
ご
と
に
推
計
し
た
も
の
で
あ
る
と

理
解
し
て
い
る
。

　
町
の
客
観
的
な
姿
を
表
す
指
標
と
し
て
、

住
民
一
人
あ
た
り
の
所
得
を
推
計
し
て
い
る

点
な
ど
住
民
の
方
に
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
い

点
が
あ
る
一
方
で
、
数
値
の
公
表
が
３
年
程

度
遅
れ
る
こ
と
か
ら
速
報
性
に
か
け
、
総
合

戦
略
に
お
け
る
Ｋ
Ｐ
Ｉ(

※)

な
ど
に
用
い

る
指
標
と
し
て
は
採
用
し
に
く
い
も
の
と
考

え
る
。
市
町
村
民
経
済
計
算
に
つ
い
て
は
、

長
期
計
画
策
定
の
際
な
ど
に
活
用
を
検
討
し

て
い
く
。

（
※
）・
Ｋ
Ｐ
Ｉ
と
は
、「
重
要
度
達
成
指
標
」

と
呼
ば
れ
、
目
標
達
成
の
た
め
の
、
各
プ
ロ

セ
ス
に
お
い
て
、
そ
の
達
成
の
度
合
い
を
計

測
・
評
価
す
る
指
標
。

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
体
験
ツ
ア
ー
を
実
施
す
る

な
ど
し
て
移
住
・
定
住
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
く
。

　
ま
た
、
ふ
る
さ
と
教
育
な
ど
を
通
じ
、
地
域

の
子
供
達
に
町
の
魅
力
を
し
っ
か
り
と
伝
え
、

地
元
で
の
就
業
や
Ｕ
タ
ー
ン
に
関
す
る
意
識
付

け
を
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

２
　「
地
域
づ
く
り
事
業
組
合
」
に
つ
い
て

回
答
　
町
長

　
本
年
６
月
４
日
に
施
行
と
な
る
特
定
地
域
づ

く
り
事
業
関
係
に
つ
い
て
は
、
１
月
に
「
特
定
地

域
づ
く
り
事
業
協
同
組
合
」
に
つ
い
て
総
務
省
か

ら
概
要
説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
に
島
根
県
と
協

議
を
重
ね
て
い
る
。

　
事
業
協
同
組
合
を
設
立
す
る
に
は
、
町
が
主

導
し
て
商
工
会
等
と
連
携
し
、
事
業
者
の
意
向

調
査
、
必
要
と
し
て
い
る
業
種
、
業
務
量
の
把

握
等
に
努
め
、
事
業
協
同
組
合
が
雇
用
す
る
人

数
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
。
事
務
局
体
制
、
事

業
組
合
の
最
適
な
組
織
規
模
、
事
業
資
金
計
画

等
を
検
討
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

　
こ
の
制
度
は
、
季
節
ご
と
に
人
手
不
足
の
事
業

所
に
派
遣
で
き
る
な
ど
、
雇
用
側
に
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
も
の
の
、
需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
が
運
営

し
て
い
く
中
で
の
課
題
と
な
る
。

　
今
後
は
、
３
月
末
頃
に
補
助
要
綱
や
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
等
が
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

令
和
２
年
度
の
組
合
設
立
に
向
け
て
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
行
く
。

小島　正春
議 員

１
　
小
学
校
・
中
学
校
の
給
食
費
に
対
す
る
補

　
助
に
つ
い
て

回
答
　
教
育
長

　
学
校
給
食
費
に
つ
い
て
は
、
学
校
給
食
法
に

よ
り
施
設
設
備
の
整
備
費
や
修
繕
費
、
関
係
職

員
の
給
与
費
な
ど
は
設
置
者
で
あ
る
町
が
負
担

し
、
そ
れ
以
外
の
経
費
を
児
童
生
徒
の
保
護
者

が
負
担
す
る
も
の
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　
現
在
、
全
国
の
公
立
小
中
学
校
で
学
校
給
食

費
の
無
償
化
を
実
施
し
て
い
る
自
治
体
は
４
．

４
％
と
僅
か
で
、
予
算
の
継
続
的
な
確
保
が
担

保
出
来
な
い
こ
と
が
理
由
で
あ
る
。

　
本
町
で
は
、
学
校
給
食
費
が
大
き
い
負
担
と

な
ら
な
い
よ
う
に
、
他
市
町
村
と
の
比
較
を
行

い
な
が
ら
、
給
食
原
材
料
費
の
概
ね
1/4
の
負
担

軽
減
を
行
い
、
保
護
者
の
負
担
に
配
慮
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
ま
た
、
低
所
得
者
世
帯
や
障
が
い
を
持
つ
児

童
生
徒
の
世
帯
に
は
別
の
助
成
制
度
も
設
け
て

い
る
。

　
現
状
に
お
い
て
学
校
給
食
の
無
償
化
に
つ
い

は
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
の
重
要
性
、
支
払
い
に
困
ら
な
い
世
帯

に
税
金
を
投
入
す
る
こ
と
の
是
非
、
ま
た
、
一
度

無
償
化
し
た
ら
後
戻
り
で
き
な
い
こ
と
な
ど
、
課

題
も
多
い
こ
と
か
ら
、
慎
重
に
判
断
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

２
　
新
庁
舎
建
設
後
の
遊
休
施
設
の
利
活
用
に
つ

　
い
て

回
答
　
町
長

　
新
庁
舎
完
成
後
に
旧
施
設
と
な
る
建
物
の
利
活

用
に
つ
い
て
は
、
将
来
的
な
公
共
施
設
の
適
切
な

規
模
と
あ
り
方
を
検
討
す
る
「
西
ノ
島
町
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
」（
平
成
29
年
３
月
策
定
）

に
基
づ
き
、
公
共
施
設
の
個
別
施
設
計
画
を
令
和

２
年
度
末
ま
で
に
策
定
す
る
予
定
で
あ
る
。
質
問

の
施
設
も
、
こ
の
個
別
計
画
を
策
定
す
る
上
で
、

今
後
の
方
向
性
を
出
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
別
府
支
所
と
教
育
委
員
会（
ノ
ア
）に
つ
い
て
は
、

黒
木
公
民
館
、
中
央
公
民
館
と
し
て
の
機
能
を
残

す
方
向
で
考
え
て
お
り
、
環
境
整
備
課
に
つ
い
て

は
、
簡
易
水
道
の
施
設
管
理
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
取
り
扱
い
を
含
め
協

議
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
ま
た
、
現
庁
舎
に
つ
い
て
は
増
改
築
を
繰
り
返

し
、
一
部
の
建
物
は
築
60
年
以
上
が
経
過
し
、
老

朽
化
や
耐
震
性
に
も
問
題
が
あ
り
建
物
の
活
用
の

際
に
は
、
そ
れ
ら
を
考
慮
し
た
上
で
の
検
討
が
必

要
と
な
っ
て
く
る
。

　
次
に
旧
浦
郷
小
学
校
、
旧
黒
木
小
学
校
の
跡
地

の
利
活
用
は
新
校
舎
が
完
成
後
、
東
部
６
地
区
、

④
　
町
の
活
力
を
は
か
る
物
差
し
と
し
て
の
市

　
町
村
民
経
済
計
算
に
つ
い
て

　
⑤
　
若
年
女
性
の
移
住
定
住
対
策

回
答
　
町
長
　

　
２
０
１
８
年
の
総
務
省
の
調
査
で
は

東
京
圏
へ
の
女
性
の
転
入
超
過
数
は

７
万
７
千
８
百
人
で
全
体
の
57
％
を
占
め
て

い
る
。
ま
た
、
近
年
の
女
性
の
大
学
進
学
率

向
上
と
も
相
ま
っ
て
東
京
圏
へ
の
移
動
を
後

押
し
し
て
い
る
と
考
え
る
。

　
町
内
に
在
住
す
る
女
性
の
意
見
等
の
聴

取
や
離
島
に
興
味
を
持
つ
若
い
女
性
な
ど
を
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西
部
４
地
区
の
区
長
さ
ん
と
今
後
の
意
見
集
約
の
方

法
な
ど
を
相
談
し
て
い
た
。

し
か
し
、
新
庁
舎
の
建
設
に
向
け
て
、
両
学
校

跡
地
と
も
に
新
庁
舎
の
候
補
地
と
な
っ
た
こ
と
か
ら

一
旦
中
断
を
し
た
経
緯
が
あ
る
。

新
年
度
に
再
度
、
同
様
の
会
議
を
立
ち
上
げ
、

関
係
者
の
意
見
を
踏
ま
え
な
が
ら
進
め
て
い
く
考

え
で
あ
る
。

急
峻
な
地
形
が
多
い
本
町
に
あ
っ
て
貴
重
な
資

源
で
あ
る
の
で
、
老
朽
化
の
進
む
公
共
施
設
の
移

転
候
補
地
と
し
て
の
活
用
等
を
含
め
検
討
す
る
。

尾 﨑 　 満
議 員

１
　
人
口
減
少
対
策
の
評
価
と
新
年
度
予
算
編
成

　
に
つ
い
て

回
答
　
町
長

　
人
口
減
少
対
策
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
新
年
度
に

推
進
会
議
を
予
定
し
て
い
る
。

　「
第
５
次
総
合
振
興
計
画
」
に
基
づ
く
「
西
ノ
島

町
総
合
戦
略
」
に
掲
げ
る
取
り
組
み
は
、
合
計
特

殊
出
生
率
が
高
止
ま
り
し
て
い
る
こ
と
や
社
会
増

減
が
プ
ラ
ス
に
転
じ
た
こ
と
、
令
和
元
年
度
末
の

総
人
口
が
目
標
値
を
100
人
程
度
上
回
る
見
込
み
な

ど
か
ら
、
人
口
減
少
抑
制
に
向
け
た
一
定
の
成
果

が
得
ら
れ
た
と
思
っ
て
い
る
。

　
新
年
度
に
お
い
て
、
有
人
国
境
離
島
交
付
金

を
活
用
し
た
定
住
・
職
場
体
験
ツ
ア
ー
等
に
よ
り

『
新
し
い
人
の
流
れ
』
を
つ
く
り
、
従
来
の
産
業

振
興
諸
施
策
に
加
え
、「
専
門
系
事
務
職
場
誘
致

促
進
事
業
の
推
進
」、「
特
定
地
域
づ
く
り
事
業

推
進
法
に
基
づ
く
取
り
組
み
」
な
ど
『
資
源
を

生
か
し
た
雇
用
を
創
出
』
し
な
が
ら
、
充
実
し

た
子
育
て
支
援
策
を
も
っ
て
『
結
婚
・
出
産
・
子

育
て
』
の
希
望
を
叶
え
る
よ
う
、
財
政
状
況
を
見

極
め
な
が
ら
新
年
度
の
予
算
編
成
を
行
っ
た
。

回
答
　
町
長

　
第
５
次
総
合
振
興
計
画
に
つ
い
て
は
、
町

の
未
来
を
支
え
る
合
言
葉
、「
Ｋ
ｅ
ｅ
ｐ

３
０
０
０
！
」
と
し
、
島
の
魅
力
を
活
か
し
、
伝

え
、
支
え
る
こ
と
に
よ
り
「
人
の
集
う
島
」
を
目

指
し
、
住
民
生
活
の
全
般
に
わ
た
る
項
目
を
「
産

業
振
興
」、「
保
健
・
医
療
・
福
祉
」、「
環
境
」、「
情

報
発
信
」、「
教
育
」、「
生
活
基
盤
整
備
」
の
６

つ
の
体
系
に
整
理
し
、
町
政
運
営
の
指
針
と
し
て

い
る
。

　
計
画
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
中
期
財
政
計
画

や
年
次
の
予
算
の
中
で
検
討
を
重
ね
、
議
会
に

も
諮
り
な
が
ら
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
平
成
27
年

に
は
人
口
減
少
対
策
に
特
化
し
た
「
総
合
戦
略
」

を
策
定
し
、
新
年
度
か
ら
第
２
期
総
合
戦
略
の

計
画
期
間
に
入
る
。

　
総
合
振
興
計
画
は
、
住
民
生
活
に
係
る
行
政

２
　
第
５
次
総
合
振
興
計
画
の
評
価
と
今
後
の

　
町
政
運
営
に
つ
い
て

活
動
の
指
針
を
網
羅
的
に
記
載
し
て
い
る
も
の
で

あ
り
、
目
標
や
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
設
定
し
て
い
な
い
こ

と
か
ら
検
証
体
制
・
方
法
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か

ら
探
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
そ
の
全
て
に
つ
い

て
検
証
作
業
を
行
う
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
て
い

る
。

　
議
会
を
は
じ
め
、
総
合
戦
略
の
進
捗
を
管
理

す
る
推
進
会
議
、
区
長
会
、
各
種
団
体
、
町
民

の
皆
さ
ん
な
ど
か
ら
頂
く
意
見
か
ら
課
題
を
見

い
だ
し
、
施
策
に
反
映
さ
せ
て
い
く
の
で
、
理
解

い
た
だ
き
た
い
。

　
産
業
面
で
は
新
規
自
営
の
農
業
・
漁
業
者
の

誕
生
、
Ａ
級
グ
ル
メ
の
取
り
組
み
、
ソ
フ
ト
産
業

の
企
業
誘
致
、
海
藻
類
加
工
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど

の
新
し
い
芽
も
出
て
き
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
芽
を

育
て
な
が
ら
、
先
述
し
た
新
規
施
策
に
取
り
組

み
、
総
合
振
興
計
画
の
着
実
な
推
進
、「
人
の
集

う
島
へ
」
の
実
現
に
向
け
取
り
組
む
。

東 保
議 員

「
町
外
の
若
い
女
性
と
の
交
流
の
活
性
化
に
つ
い
て
」

本
町
は
若
い
女
性
が
非
常
に
少
な
い
。

若
い
女
性
の
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
を
増
や
す
た
め
に
、

以
下
の
こ
と
に
つ
い
て
伺
う
。

①
　
隠
岐
汽
船
女
性
割
引
旅
券
の
発
行
と
Ｓ
Ｎ

　
Ｓ
で
の
Ｐ
Ｒ
依
頼
に
つ
い
て

回
答
　
町
長

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情
報
発
信
に
つ
い
て
は
、
ブ
ロ
グ
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
発
信
者
等
に
対
し
、
国
賀
海
岸
の
ハ
イ

キ
ン
グ
コ
ー
ス
等
を
取
材
す
る
プ
レ
ス
ツ
ア
ー
を

実
施
し
た
経
緯
が
あ
る
。

　
ツ
ア
ー
実
施
後
に
新
聞
、
専
門
誌
の
掲
載
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
参
加
者
の
発
信
に
よ

り
、
100
万
を
超
え
る
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
が
得
ら
れ
た
。

ま
た
、
翌
年
度
に
は
多
く
の
ハ
イ
キ
ン
グ
客
が
来

島
し
た
実
績
が
あ
る
。

　
今
年
度
は
移
住
促
進
ツ
ア
ー
や
、
お
客
様
が
ド

ロ
ー
ン
講
習
を
受
け
、
そ
の
後
に
名
所
で
空
撮
し

た
動
画
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
発
信
し
て
い
た
だ
く
体
験
メ

ニ
ュ
ー
も
計
画
し
て
い
る
。

　
民
間
企
業
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
単
独

で
の
実
施
は
難
し
い
が
、
今
後
、
体
験
ツ
ア
ー
等

を
企
画
す
る
際
に
、
一
つ
の
着
眼
点
と
し
て
検
討

し
て
い
く
。
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※
委
員
会
審
査
日
程
等

１
．
総
務
福
祉
常
任
委
員
会

３
月
９
日
（
月
）　

午
前
　
本
会
議
終
了
後
、
全
員
協
議
会

午
後
　
総
務
課
、
企
画
財
政
課

３
月
10
日
（
火
）　

午
前
　
休
会

午
後
　
教
育
課
、
町
民
課

３
月
11
日
（
水
）　

午
前
　
健
康
福
祉
課
、
み
た
保
育
園

午
後
　
全
員
協
議
会
、
観
光
定
住
課

３
月
12
日
（
木
）　

午
前
　
産
業
振
興
課
、
環
境
整
備
課

午
後
　
町
長
及
び
副
町
長

３
月
13
日
（
金
）

午
前
　
委
員
会
ま
と
め

　
　
　
正
副
議
長
・
正
副
委
員
長
会
議

２
．
産
業
建
設
常
任
委
員
会

３
月
９
日
（
月
）　

午
前
　
本
会
議
終
了
後
、
全
員
協
議
会

午
後
　
企
画
財
政
課
、
観
光
定
住
課

３
月
10
日
（
火
）

午
前
　
休
会

午
後
　
総
務
課
、
環
境
整
備
課

３
月
11
日
（
水
）　

午
前
　
産
業
振
興
課

午
後
　
全
員
協
議
会
、
み
た
保
育
園

３
月
12
日
（
木
）

午
前
　
教
育
課
、
健
康
福
祉
課

午
後
　
町
民
課

　
　
　
町
長
及
び
副
町
長

　
　
　
委
員
会
ま
と
め

３
月
13
日
（
金
）　

午
前
　
正
副
議
長
・
正
副
委
員
長
会
議

議
会
議
員
参
加
行
事
等

１月

５９172024

西
ノ
島
町
消
防
団
出
初
式

第
１
回
議
会
臨
時
会

例
月
出
納
検
査

議
会
運
営
委
員
会

西
ノ
島
町
新
庁
舎
建
設
工
事
起
工
式

２月

４
５
～
６

10171717192121222528

全
国
離
島
振
興
市
町
村
議
会
議
長
会
理
事
会
及
び
総
会

（
東
京
）

隠
岐
広
域
連
合
議
会
全
員
協
議
会

隠
岐
広
域
連
合
議
会
定
例
会
（
隠
岐
の
島
町
）

島
根
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
議
会
定
例
会
（
松
江
市
）

島
根
県
町
村
議
会
議
長
会
正
副
会
長
会
議
（
松
江
市
）

例
月
出
納
検
査

西
ノ
島
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
会
議

島
根
県
町
村
議
会
議
長
会
定
期
総
会
（
松
江
市
）

隠
岐
島
町
村
議
会
議
長
会
議
長
・
事
務
局
長
会
議
（
松

江
市
）

竹
島
の
日
記
念
式
典
（
松
江
市
）

議
会
運
営
委
員
会

議
会
全
員
協
議
会

３月

８
～
13

17171717263031

議
会
３
月
定
例
会

隠
岐
島
前
森
林
復
興
公
社
理
事
会
（
海
士
町
）

島
前
町
村
組
合
議
会
定
例
会

隠
岐
島
前
高
等
学
校
の
魅
力
化
と
永
遠
の
発
展
の
会
理

事
会

例
月
出
納
検
査

西
ノ
島
福
祉
会
評
議
委
員
会
（
書
面
会
議
）

第
２
回
議
会
臨
時
会

広
報
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　

西
ノ
島
町
議
会
・
広
報
調
査
特
別
委
員
会
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議会だより

②
　「
出
会
い
の
場
の
創
出
」

　
　
　
～
町
外
会
場
も
視
野
に
入
れ
た
婚
活
ツ
ア
ー
の
計
画
～

回
答
　
町
長

　
出
会
い
の
場
の
創
出
に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年

度
か
ら
取
り
組
み
を
始
め
、
意
識
啓
発
の
た
め
の

セ
ミ
ナ
ー
や
、
町
内
で
の
交
流
会
な
ど
を
開
催
し
、

内
容
に
よ
っ
て
は
大
き
な
盛
り
上
が
り
も
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
行
政
主
導
で
は
、
参
加
者
が
身
構
え

思
う
よ
う
に
参
加
者
が
集
ま
ら
な
い
と
い
っ
た
課

題
も
残
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
平
成
30
年
か
ら
は
、
イ
ベ
ン
ト
企
画

会
社
に
委
託
し
、
松
江
市
内
に
お
い
て
交
流
会
、

食
事
会
等
の
開
催
や
、
島
に
招
き
ゲ
ー
ム
を
行
う

な
ど
、
交
流
を
図
っ
て
き
た
。

　
新
年
度
か
ら
は
、
民
間
支
援
の
形
で
試
し
て
み

た
い
と
考
え
て
お
り
、
町
内
の
ハ
ッ
ピ
ー
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
の
連
携
を
定
期
的
に
行
い
な
が
ら
、

民
間
が
主
体
と
な
る
イ
ベ
ン
ト
企
画
な
ど
を
通
じ

て
「
出
会
い
の
場
」
が
創
出
で
き
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
く
。

　
③
　
若
い
女
性
の
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
か
ら
の
ヒ
ア

　
　
リ
ン
グ
と
施
策
へ
の
反
映

回
答
　
町
長

　
移
住
・
定
住
し
て
い
る
女
性
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
と
今
後
の
施
策
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
移

住
者
に
対
す
る
聞
き
取
り
調
査
や
I
タ
ー
ン
女
性

を
中
心
に
交
流
会
を
実
施
し
、
調
査
を
行
っ
た
経

緯
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
意
見
が
反
映
さ
れ
た
一
例

と
し
て
図
書
館
の
「
い
か
あ
屋
」
の
建
設
が
あ
る
。

　
近
年
、こ
う
い
っ
た
調
査
は
行
な
っ
て
い
な
い
が
、

移
住
・
定
住
者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
そ
れ
ら
を

政
策
に
生
か
す
こ
と
は
極
め
て
重
要
な
の
で
、
今

後
、
定
期
的
に
意
識
調
査
を
行
う
。

　
　 　④
　
役
場
職
員
採
用
に
「
女
性
枠
」
の
創
設
に

　
つ
い
て

回
答
　
町
長

　
本
町
職
員
の
採
用
に
つ
い
て
、
募
集
や
採
用
に

は
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
一
定
の
ル
ー
ル
が
あ

る
。

　
そ
の
中
で
も
、
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
で
は
、

労
働
者
の
募
集
及
び
採
用
に
男
女
均
等
な
取
扱
い

を
求
め
て
い
る
。
業
務
上
の
必
要
性
な
ど
合
理
的

な
理
由
が
無
い
場
合
に
は
、
男
女
の
い
ず
れ
か
を

排
除
し
た
り
優
先
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
性
別
を

理
由
と
す
る
差
別
と
解
さ
れ
違
法
と
な
る
。

　
ち
な
み
に
、
本
町
の
男
女
の
採
用
割
合
は
、
平

成
16
年
以
降
、
10
年
間
で
は
女
性
の
採
用
割
合
は

42
％
、
直
近
の
３
ヶ
年
で
は
48
％
と
国
の
各
省
庁

の
採
用
者
に
お
け
る
女
性
割
合
の
目
標
値
30
％
を

大
き
く
上
回
っ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、役
場
職
員
採
用
に
「
女

性
枠
」
を
設
け
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
が
、

人
口
減
少
対
策
の
一
環
と
し
て
、
女
性
が
Ｕ
Ｉ

タ
ー
ン
し
や
す
く
定
住
し
続
け
る
環
境
整
備
は

大
事
な
視
点
だ
と
考
え
て
い
る
。

竹 谷 　 実
議 員

　
移
転
後
の
現
在
の
庁
舎
の
活
用
に
つ
い
て

　
・
浦
郷
地
区
の
賑
わ
い
づ
く
り
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
拠
点
と
し
て
利
活
用

　
・
飲
食
が
で
き
、
資
料
館
で
も
あ
り

　
　
　
休
憩
場
所
で
も
あ
る
複
合
施
設
と
し
て

回
答
　
町
長

　
新
庁
舎
へ
移
転
し
た
後
の
現
庁
舎
の
活
用
に
つ

い
て
、
建
物
の
状
態
も
含
め
て
の
利
活
用
の
検

討
物
件
に
な
る
と
思
っ
て
い
る
。

　
庁
舎
の
立
地
に
関
し
て
は
、
浦
郷
地
区
の
中

心
部
と
い
う
好
条
件
で
あ
り
、
イ
ベ
ン
ト
等
の
開

催
時
に
お
い
て
は
、
会
場
の
中
心
と
し
て
活
用

さ
れ
る
「
ノ
ア
」
と
も
近
い
こ
と
か
ら
、
利
活

用
に
あ
た
っ
て
は
、
議
員
の
提
案
も
参
考
に
様
々

な
視
点
か
ら
検
討
し
て
い
く
。

《 

町
議
会
３
月
定
例
会
の
概
要 

》

３
月
８
日
（
日
）

「
本
会
議
」

　
町
長
施
政
方
針
並
び
に
提
出
理
由
概
要
説
明

　
議
長
諸
般
の
報
告

　
一
般
質
問
（
６
名
）

３
月
９
日
（
月
）

「
本
会
議
」

　
報
告
案
件
（
報
告
　
１
案
件
「
質
疑
」）

　
議
案
説
明
（
議
案
10
案
件
）・
同
意
案
件
３

　
　
　
　
　
　
及
び
補
正
予
算
７
件
を
質
疑   

                     

及
び
討
論
の
後
、
表
決
（
議
案

                 

10
案
件
全
て
原
案
の
と
お
り
可
決
）

　
議
案
説
明
（
議
案
28
案
件
）・
条
例
等
21
案

　
　
　
　
　
　
件
及
び
予
算
７
案
件
を
質
疑
後

　
　
　
　
　
　
に
、
全
て
常
任
委
員
会
へ
付
託

「
委
員
会
審
査
」　
※
日
程
は
次
の
と
お
り

３
月
10
日
（
火
）
～
３
月
12
日
（
木
）

「
委
員
会
審
査
」　
※
日
程
は
次
の
と
お
り

３
月
13
日
（
金
）

「
本
会
議
」

　
両
委
員
会
審
査
報
告

　
他
の
委
員
会
に
対
す
る
質
疑
及
び
討
論
の
後

　
に
表
決
（
議
案
28
案
件
全
て
原
案
の
と
お
り     

                 

可
決
）

　
閉
会
中
の
継
続
調
査
等
の
申
出
（
了
承
）
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※
委
員
会
審
査
日
程
等

１
．
総
務
福
祉
常
任
委
員
会

３
月
９
日
（
月
）　

午
前
　
本
会
議
終
了
後
、
全
員
協
議
会

午
後
　
総
務
課
、
企
画
財
政
課

３
月
10
日
（
火
）　

午
前
　
休
会

午
後
　
教
育
課
、
町
民
課

３
月
11
日
（
水
）　

午
前
　
健
康
福
祉
課
、
み
た
保
育
園

午
後
　
全
員
協
議
会
、
観
光
定
住
課

３
月
12
日
（
木
）　

午
前
　
産
業
振
興
課
、
環
境
整
備
課

午
後
　
町
長
及
び
副
町
長

３
月
13
日
（
金
）

午
前
　
委
員
会
ま
と
め

　
　
　
正
副
議
長
・
正
副
委
員
長
会
議

２
．
産
業
建
設
常
任
委
員
会

３
月
９
日
（
月
）　

午
前
　
本
会
議
終
了
後
、
全
員
協
議
会

午
後
　
企
画
財
政
課
、
観
光
定
住
課

３
月
10
日
（
火
）

午
前
　
休
会

午
後
　
総
務
課
、
環
境
整
備
課

３
月
11
日
（
水
）　

午
前
　
産
業
振
興
課

午
後
　
全
員
協
議
会
、
み
た
保
育
園

３
月
12
日
（
木
）

午
前
　
教
育
課
、
健
康
福
祉
課

午
後
　
町
民
課

　
　
　
町
長
及
び
副
町
長

　
　
　
委
員
会
ま
と
め

３
月
13
日
（
金
）　

午
前
　
正
副
議
長
・
正
副
委
員
長
会
議

議
会
議
員
参
加
行
事
等

１月

５９172024

西
ノ
島
町
消
防
団
出
初
式

第
１
回
議
会
臨
時
会

例
月
出
納
検
査

議
会
運
営
委
員
会

西
ノ
島
町
新
庁
舎
建
設
工
事
起
工
式

２月

４
５
～
６

10171717192121222528

全
国
離
島
振
興
市
町
村
議
会
議
長
会
理
事
会
及
び
総
会

（
東
京
）

隠
岐
広
域
連
合
議
会
全
員
協
議
会

隠
岐
広
域
連
合
議
会
定
例
会
（
隠
岐
の
島
町
）

島
根
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
議
会
定
例
会
（
松
江
市
）

島
根
県
町
村
議
会
議
長
会
正
副
会
長
会
議
（
松
江
市
）

例
月
出
納
検
査

西
ノ
島
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
会
議

島
根
県
町
村
議
会
議
長
会
定
期
総
会
（
松
江
市
）

隠
岐
島
町
村
議
会
議
長
会
議
長
・
事
務
局
長
会
議
（
松

江
市
）

竹
島
の
日
記
念
式
典
（
松
江
市
）

議
会
運
営
委
員
会

議
会
全
員
協
議
会

３月

８
～
13

17171717263031

議
会
３
月
定
例
会

隠
岐
島
前
森
林
復
興
公
社
理
事
会
（
海
士
町
）

島
前
町
村
組
合
議
会
定
例
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岐
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前
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魅
力
化
と
永
遠
の
発
展
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会
理

事
会

例
月
出
納
検
査

西
ノ
島
福
祉
会
評
議
委
員
会
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書
面
会
議
）

第
２
回
議
会
臨
時
会

広
報
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　

西
ノ
島
町
議
会
・
広
報
調
査
特
別
委
員
会



11　11　広報西ノ島 5月号

　
日
本
の
人
口
は
、
２
０
０
８
年
に
１
億
２
，
８
０
８
万
人
の
ピ
ー

ク
を
迎
え
、
こ
の
ま
ま
推
移
す
る
と
２
０
６
０
年
に
約
８
，
７
０
０ 

万
人
ま
で
減
少
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
西
ノ
島
町
で
も
、
人
口
は
引
き
続
き
減
少
傾
向
に
あ
り
、
進
学
・

就
職
を
理
由
と
し
た
若
者
世
代
の
流
出
、
未
婚
率
の
上
昇
が
続
い
て

い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
推
移
す
れ
ば
、
２
０
３
５
年
に
総
人
口
は
２
，

０
０
０
人
を
切
り
、
２
０
６
０
年
に
は
１
，
０
０
０
人
台
に
ま
で
減

少
す
る
と
の
推
測
も
あ
り
、
更
な
る
少
子
高
齢
化
の
進
行
や
税
収
の

落
ち
込
み
、
基
幹
産
業
の
衰
退
な
ど
様
々
な
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
国
は
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
的
確
に
対
応
し
、
人
口
減
少
に
歯

止
め
を
か
け
る
と
と
も
に
、
東
京
圏
へ
の
人
口
の
過
度
の
集
中
を
是

正
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
住
み
よ
い
環
境
を
確
保
し
て
、
将
来
に

わ
た
っ
て
活
力
あ
る
日
本
社
会
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
を
公
布
・
施
行
し
ま
し
た
。

特集「第２期西ノ島町まち・ひと・しごと創生総合戦略」

　
西
ノ
島
町
で
は
平
成
27
年
に
、
国
が
示
す｢

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
長
期
ビ
ジ
ョ
ン｣

｢

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略｣

等
を
踏
ま
え
た
、
西
ノ
島
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総
合
戦
略
を
策

定
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
令
和
２
年
、
こ
れ
ま
で
の
総
合
戦
略
の
取
組
内
容
や
、

実
績
を
踏
ま
え
た
検
証
結
果
を
基
に
新
た
に
推
計
す
る
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
や
基
本
目
標
、
Ｋ
Ｐ
Ｉ
（
重
要
業
績
評
価
指
標
）、
取
組
む
べ
き

推
進
施
策
を
検
討
し
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
あ
た
る
第
２
期
西
ノ
島
町

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総
合
戦
略
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
西
ノ
島
町
で
は
、
平
成
25
年
度
に
策
定
し
た
西
ノ
島
町
総

合
振
興
計
画
と
と
も
に
第
２
期
総
合
戦
略
に
基
づ
き
、「
人
の
集
う

島
へ
」
の
実
現
を
め
ざ
し
、西
ノ
島
町
な
ら
で
は
の
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

※
「
第
２
期
西
ノ
島
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」、「
西
ノ
島
町
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
」
の
全
文
は
西
ノ
島
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

広報西ノ島 5月号　10

第
２
期
西
ノ
島
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
策
定

人
の
集
う
島
へ 

～
わ
く
わ
く
・
ら
く
ら
く
、
子
育
て
し
た
く
な
る
島
づ
く
り
～ 

を
目
指
し
て

　
日
本
の
人
口
は
、
２
０
０
８
年
に
１
億
２
，
８
０
８
万
人
の
ピ
ー

ク
を
迎
え
、
こ
の
ま
ま
推
移
す
る
と
２
０
６
０ 

年
に
約
８
，
７
０
０ 

万
人
ま
で
減
少
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
西
ノ
島
町
で
も
、
人
口
は
引
き
続
き
減
少
傾
向
に
あ
り
、
進
学
・

就
職
を
理
由
と
し
た
若
者
世
代
の
流
出
、
未
婚
率
の
上
昇
が
続
い
て

い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
推
移
す
れ
ば
、
２
０
３
５
年
に
総
人
口
は
２
，

０
０
０
人
を
切
り
、
２
０
６
０
年
に
は
１
，
０
０
０
人
台
に
ま
で
減

少
す
る
と
の
推
測
も
あ
り
、
更
な
る
少
子
高
齢
化
の
進
行
や
税
収
の

落
ち
込
み
、
基
幹
産
業
の
衰
退
な
ど
様
々
な
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
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国
は
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
的
確
に
対
応
し
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人
口
減
少
に
歯
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め
を
か
け
る
と
と
も
に
、
東
京
圏
へ
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人
口
の
過
度
の
集
中
を
是

正
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
住
み
よ
い
環
境
を
確
保
し
て
、
将
来
に

わ
た
っ
て
活
力
あ
る
日
本
社
会
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
を
公
布
・
施
行
し
ま
し
た
。



11　11　広報西ノ島 5月号

　
日
本
の
人
口
は
、
２
０
０
８
年
に
１
億
２
，
８
０
８
万
人
の
ピ
ー

ク
を
迎
え
、
こ
の
ま
ま
推
移
す
る
と
２
０
６
０
年
に
約
８
，
７
０
０ 

万
人
ま
で
減
少
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
西
ノ
島
町
で
も
、
人
口
は
引
き
続
き
減
少
傾
向
に
あ
り
、
進
学
・

就
職
を
理
由
と
し
た
若
者
世
代
の
流
出
、
未
婚
率
の
上
昇
が
続
い
て

い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
推
移
す
れ
ば
、
２
０
３
５
年
に
総
人
口
は
２
，

０
０
０
人
を
切
り
、
２
０
６
０
年
に
は
１
，
０
０
０
人
台
に
ま
で
減

少
す
る
と
の
推
測
も
あ
り
、
更
な
る
少
子
高
齢
化
の
進
行
や
税
収
の

落
ち
込
み
、
基
幹
産
業
の
衰
退
な
ど
様
々
な
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
国
は
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
的
確
に
対
応
し
、
人
口
減
少
に
歯

止
め
を
か
け
る
と
と
も
に
、
東
京
圏
へ
の
人
口
の
過
度
の
集
中
を
是

正
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
住
み
よ
い
環
境
を
確
保
し
て
、
将
来
に

わ
た
っ
て
活
力
あ
る
日
本
社
会
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
を
公
布
・
施
行
し
ま
し
た
。

特集「第２期西ノ島町まち・ひと・しごと創生総合戦略」

　
西
ノ
島
町
で
は
平
成
27
年
に
、
国
が
示
す｢

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
長
期
ビ
ジ
ョ
ン｣

｢

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略｣

等
を
踏
ま
え
た
、
西
ノ
島
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総
合
戦
略
を
策

定
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
令
和
２
年
、
こ
れ
ま
で
の
総
合
戦
略
の
取
組
内
容
や
、

実
績
を
踏
ま
え
た
検
証
結
果
を
基
に
新
た
に
推
計
す
る
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
や
基
本
目
標
、
Ｋ
Ｐ
Ｉ
（
重
要
業
績
評
価
指
標
）、
取
組
む
べ
き

推
進
施
策
を
検
討
し
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
あ
た
る
第
２
期
西
ノ
島
町

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総
合
戦
略
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
西
ノ
島
町
で
は
、
平
成
25
年
度
に
策
定
し
た
西
ノ
島
町
総

合
振
興
計
画
と
と
も
に
第
２
期
総
合
戦
略
に
基
づ
き
、「
人
の
集
う

島
へ
」
の
実
現
を
め
ざ
し
、西
ノ
島
町
な
ら
で
は
の
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

※
「
第
２
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・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」、「
西
ノ
島
町
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
」
の
全
文
は
西
ノ
島
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。



13　13　広報西ノ島 5月号

　          

　 

特集「第２期西ノ島町まち・ひと・しごと創生総合戦略」

生産年齢人口：１，１９０人
総括目標：人口２，６９０人

基本目標 １　西ノ島町への新しい人の流れをつくる（移住・定住）
　積極的な情報発信を行うことで、他地域の人々との交流を活性化します。また、これらの活動を通
して西ノ島町の魅力に関心を持った人に対しては、受け入れ前後の相談・支援体制を強化するとともに、
住居整備を進めることで、移住・定住に結び付けていきます。

推進施策 主な取組施策

 情報発信と交流機会の充実 ・積極的な情報発信の推進　・体験・交流の推進

 定住希望者の受け入れ体制の整備 ・受入体制の整備

 住みよい住環境の整備 ・住居整備の推進　・移動環境の改善

〈目標〉　社会増減数 30人増 （2019 年 10月～ 2024 年 9月までの累計）

基本目標 ２　西ノ島町の資源を活かし、安定した雇用創出する（産業・雇用） 
　西ノ島町の基幹産業である漁業・農業・観光の活性化により、雇用規模の拡大を図るとともに、担い手

確保に向けた支援策の充実を通して、安定した雇用の創造につなげていきます。

推進施策 主な取組施策

 漁業・農業・観光の振興 

・漁業・畜産・観光の基盤整備  ・食の魅力化と地産地消の推進

・『体験・交流』を核とする観光プログラムの充実

・国内外からの誘客促進

 産業の担い手確保と人材育成
・就業研修と技術伝承の充実   ・就業者・事業者への支援の充実

・人材確保とマッチング支援　・女性活躍の場の拡充

 企業誘致と新規産業の創出支援 ・ソフトビジネス産業の誘致促進・新規産業の創出

〈目標〉　雇用創出数　60人 （2019 年 10月～ 2024 年 9月までの累計）

基本目標 ３　結婚・出産・子育ての希望を叶える（結婚・子育て）
　現在の子育て支援策の継続と合わせ、出会い・結婚支援等に取り組むことで、出生者数の増加につなげ

ていきます。

推進施策 主な取組施策

 結婚・子育てに対する前向きな感情の喚起 ・結婚に対する意識啓発  ・男女の出会いを応援する空気の醸成

 出産・子育ての支援充実  ・出産支援体制の充実　・子育て支援体制の充実

〈目標〉　出生数　90人 （2019 年 10月～ 2024 年 9月までの累計）

広報西ノ島 5月号　12

特集「第２期西ノ島町まち・ひと・しごと創生総合戦略」

西ノ島町人口ビジョン

　人口減少抑制については、第１期総合戦略で掲げていた目標値を概ね達成している状況であ
り、今後も人口減少抑制対策を維持・拡充し、持続可能な地域づくりを推進します。2020年
時点で、概ね100人程度前回の目標値を上回っており、これを維持するような将来人口を目
指します。
　具体的には、合計特殊出生率を社人研の2020年の設定値の2.18 を維持するとともに、
移動数としては社人研の想定値より、若い世代を中心に、年間8～ 9人程度改善するように
設定しました。

　人口ビジョンは、地方版総合戦略において、まち・ひと・しごと創生の実現に向けて効果的
な施策を企画立案する上で重要な基礎と位置付けられており、各地方公共団体における人口の
現状を分析し、人口に関する地域住民の認識を共有し、今後目指すべき将来の方向と人口の将
来展望を提示するものです。
　西ノ島町では、総人口や年齢構成がどのように変化してきたか、その要因はどのようなもの

であったか等を分析し、今後予想される人口の変化が地域の将来にどのような影響を及ぼすか

検討し、第２期西ノ島町まち・ひと・しごと総合戦略策定の基礎としました。

　下のグラフは、国立社会保障・人口問題研究所（社人研）が2018年に推計した西ノ島町

の人口と2015年度に策定した西ノ島町まち・ひと・しごと創生総合戦略における、人口の

目標値、第２期西ノ島町まち・ひと・しごと創生総合戦略で掲げる人口の値を比較したグラフ

となります。
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〈目標〉　雇用創出数　60人 （2019 年 10月～ 2024 年 9月までの累計）

基本目標 ３　結婚・出産・子育ての希望を叶える（結婚・子育て）
　現在の子育て支援策の継続と合わせ、出会い・結婚支援等に取り組むことで、出生者数の増加につなげ

ていきます。

推進施策 主な取組施策

 結婚・子育てに対する前向きな感情の喚起 ・結婚に対する意識啓発  ・男女の出会いを応援する空気の醸成

 出産・子育ての支援充実  ・出産支援体制の充実　・子育て支援体制の充実

〈目標〉　出生数　90人 （2019 年 10月～ 2024 年 9月までの累計）
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お知らせ

後期高齢者医療制度についてのお知らせ
―　令和2年度から保険料率が変わります　―

　後期高齢者医療制度では、本人負担分を除く高齢者の医療費を社会全体で支え合うため、①被保険者が負担する

保険料、②現役世代からの支援金、③国・県・市町村からの公費負担の 3 つでまかなう仕組みになっており、①の

被保険者が負担する保険料の料率については 2 年ごとに改定されます。このたび、令和 2・3 年度の保険料率につ

いては、2 月 14 日に開催された島根県後期高齢者医療広域連合議会において、次のとおり決定しましたのでお知

らせします。
　平成３０・令和元年度 令和２・３年度 比　　較

均等割額 43,440 円 50,640 円 7,200 円増

所得割率 8.25％ 9.55％ １.3 ポイント増

均等割額の軽減
対象世帯

（同じ世帯の被保険者全員と世帯主の総所得金額等の合計額が

以下の基準を超えないこと）

軽減割合

令和 2 年度 令和 3 年度

「基礎控除額（33 万円）」を超えない世帯
  7.75 割軽減

（前：8.5 割軽減）
7 割軽減「基礎控除額（33 万円）」を超えない世帯で、「被保険者全員が年金収入 80 万円以下」

の世帯（その他各種所得がない場合）
7 割軽減

( 前：8 割軽減 )
基礎控除額（33 万円）＋ 28.5 万円×世帯に属する被保険者数」を超えない世帯

※【変更点】これまでの計算式中で 28 万円であったものが、令和 2 年度分から

      28.5 万円となります。
5 割軽減

「基礎控除額（33 万円）＋ 52 万円×世帯に属する被保険者数」を超えない世帯

※【変更点】これまでの計算式中で 51 万円であったものが、令和 2 年度分から

      52 万円となります。

5 割軽減

　※なお、後期高齢者医療制度加入の前日まで被用者保険（健康保険組合や共済組合などの医療保険）の被扶養者 
　　であった方は、所得割がかからず、資格取得後 2 年を経過する月までの間に限り、均等割額を 5 割軽減します。
　　また、均等割額の軽減で 7.75 割及び 7 割軽減対象となる方は、そちらが優先されます。　　

≪保険料の計算方法≫

年 間 保 険 料＝　　　　　　均　等　割　額　　　　＋　　　　所　得　割　額

（賦課限度額 64 万円）　　（被保険者 1 人あたり 50,640 円）　　　（所得金額※×所得割率 9.55％）

　◇保険料の軽減について

　本来７割軽減の対象の方は、世帯の所得等に応じて、これまでさらに上乗せして保険料軽減制度が設けられていましたが、

令和元年度から段階的に見直されています。また、5 割軽減と 2 割軽減についてそれぞれ対象者が拡大されます。

　※「賦課のもととなる所得金額」は、前年の総所得金額等（「公的年金収入－公的年金等控除」「給与収入－給与所得控除」

　　  「事業収入－必要経費」等で各種所得控除前の金額）から基礎控除 33 万円を差し引いた額です。 

　◇均等割額・所得割率増加の主な要因
　　① 一人当たりの医療費（保険給付費）が毎年 3.5％程度伸びる見込みであること。

　　② 医療費のうち、被保険者が保険料で負担する割合を、少子高齢化に伴い国が引き上げたこと

　◇保険料について
　4 月から 3 月までの年間保険料は、前年の所得状況に応じて個人ごとに計算し、7 月にそれぞれ通知を行います。

なお、保険料は世帯の所得等によって軽減されることがあります。

広報西ノ島 5月号　14

お知らせ

　来月（６月）のがん検診は・・・女性対象の乳がん検診です。

　島根県環境保健公社による検診車での検診になります。年に 1 度の集団検診となってい

ます。普段からのセルフチェックに加えてこの機会をご利用ください。

　～ 以下の項目にあてはまる方は、
　　　　　　マンモグラフィー検査は受けられませんのでご注意ください ～
　　●心臓ペースメーカー装着の方　　　●ＣＶポート、Ｖ－Ｐシャント術後の方
　　●豊胸術を受けたことがある方　　　●妊娠している方、妊娠の可能性のある方
　　●授乳中の方　　　　　　　　　　　●卒乳（断乳）後６ヶ月未満の方

乳がん検診のご案内

① 事前に役場へ申し込む：健康福祉課（６- ０１０４）に電話でお申し込みください。

申込期間　５月 1 日（金）～ ５月１５日（金）

対　象 料　金

40 歳以上の女性
40 ～ 49 歳　：　2,000 円
50 歳以上　　：　1,000 円

※ 4 月 1 日現在で４０・４５・５０・５５・６０歳の女性の方には、無料クーポンを事前に

　郵送いたします。受診の際には無料クーポンを忘れずにお持ちください。

< 検診までの流れ >

< オプション検査 >　乳腺エコー検査　4,320 円
　　　　　　　　　※乳腺エコー検査単独では受けられませんのでご了承ください。

● 申し込み順にご希望の日程をお聞きします。（時間の指定はできませんのでご了承ください）
● ５月下旬頃に受診日時を個別通知しますので、必ず内容をご確認ください。

② 検診前日にセルフチェック：検診当日は視触診はありません。
　 　　　　　　　　　　　　　必ずセルフチェックを行った上で受診しましょう。
③ 検診当日は、
　　　受付　→　問診　→　検診（マンモグラフィー：乳房エックス線検査、乳腺エコー）

月　日 時　間 会　場

６月 1 ０日（水） 13：30 ～ 17：00
中央公民館

６月 1 １日（木） 　8：45 ～ 17：00

６月１２日（金） 　8：45 ～ 12：00
美田児童館

６月１５日（月） 13：30 ～ 17：00

６月１６日（火） 　8：45 ～ 11：30 黒木公民館

健康福祉課だより
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後期高齢者医療制度についてのお知らせ
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※【変更点】これまでの計算式中で 51 万円であったものが、令和 2 年度分から

      52 万円となります。

5 割軽減

　※なお、後期高齢者医療制度加入の前日まで被用者保険（健康保険組合や共済組合などの医療保険）の被扶養者 
　　であった方は、所得割がかからず、資格取得後 2 年を経過する月までの間に限り、均等割額を 5 割軽減します。
　　また、均等割額の軽減で 7.75 割及び 7 割軽減対象となる方は、そちらが優先されます。　　

≪保険料の計算方法≫

年 間 保 険 料＝　　　　　　均　等　割　額　　　　＋　　　　所　得　割　額

（賦課限度額 64 万円）　　（被保険者 1 人あたり 50,640 円）　　　（所得金額※×所得割率 9.55％）

　◇保険料の軽減について

　本来７割軽減の対象の方は、世帯の所得等に応じて、これまでさらに上乗せして保険料軽減制度が設けられていましたが、

令和元年度から段階的に見直されています。また、5 割軽減と 2 割軽減についてそれぞれ対象者が拡大されます。

　※「賦課のもととなる所得金額」は、前年の総所得金額等（「公的年金収入－公的年金等控除」「給与収入－給与所得控除」

　　  「事業収入－必要経費」等で各種所得控除前の金額）から基礎控除 33 万円を差し引いた額です。 

　◇均等割額・所得割率増加の主な要因
　　① 一人当たりの医療費（保険給付費）が毎年 3.5％程度伸びる見込みであること。

　　② 医療費のうち、被保険者が保険料で負担する割合を、少子高齢化に伴い国が引き上げたこと

　◇保険料について
　4 月から 3 月までの年間保険料は、前年の所得状況に応じて個人ごとに計算し、7 月にそれぞれ通知を行います。

なお、保険料は世帯の所得等によって軽減されることがあります。
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お知らせ

 　

　講　師　　　法テラス西郷法律事務所　　弁護士　塩澤　裕樹　氏
　内　容　　　成年後見制度について
　日　時　　　令和２年 6 月 10 日（水）　10：20 ～ 12：00　（受付 10：00 ～）
　会　場　　　黒木公民館（２F 会議室）
　対象者　　   興味関心のある方どなたでも
　費　用　　　無料
　定　員　　　20 名程度
　申　込　　　西ノ島町役場　健康福祉課　（08514-6-0104）
　予約の際に・氏名・住所・電話番号をお聞きします。
　申込期限　　　令和２年 6 月３日（水）まで　
※午後（13：00～ 14：30）は隠岐ひまわり基金法律事務所　弁護士　橋爪　愛来氏を講師に迎え、もう少し踏み込ん
だ実務についての研修が引き続き開催されます。ご希望がありましたらそちらについても申込の際にお申し付けください。
※コロナウイルスの関係で延期または中止とさせていただく場合がございますのでご了承願います。

西ノ島町成年後見制度研修会の開催について

令和２年度　出張年金相談の予約について

会場：黒木公民館　
　令和 2 年度

　　年金相談日

7 月 9 月 11 月 1 月 3 月
２９日 ( 水 ) １６日 ( 水 ) 25 日 ( 水 ) 20 日 ( 水 ) 17 日 ( 水 )

相談開始時間
13：00 ～

15：30
13：00 ～

15：30
13：00 ～

15：30
14：00 ～

16：30
13：00 ～

15：30

西ノ島町の皆さん「成年後見制度」をご存じでしょうか？

　成年後見制度とは、認知症や障がいなどによって判断能力が十分でない方の権利を守る援助者（成

年後見人等）を選ぶことで、本人を法律的に支援する制度です。今回、より多くの町民の方に成年後

見制度について知ってもらうことで、自分や家族の権利、財産を守るために理解してもらえるよう弁

護士による、学べる研修会を開催します。成年後見制度という言葉を全く聞いたことがない、あるい

は聞いたことはあるけど、内容までは知らないという方を対象とした基礎的な内容です。

出張年金相談での年金手続き・ご相談は予約制となります。
相談を希望される方は、相談日の前日までに、下記の手順により松江年金事務所へご予約をお願いします。

※年金相談は事前に予約があった方のみ対象となります。予約なしで来場された場合は、相談をお受けできない場合が

　あります。

※予約時間を 10 分以上経過してもご来場がない場合は、他のお客様の相談を行う場合があります。

※当日のフェリーが欠航した場合、中止になる場合があります。

※新型コロナウイルス感染状況等によっては中止となる場合もございますのでご了承ください。

ご予約ダイヤル　かんたん予約の手順　　

　予約番号や必要書類等をお伝えします。メモ等をご準備の上おかけください。―

　①　年金手帳など基礎年金番号のわかるものをご準備ください。

　②　松江年金事務所　０８５２－２３－９５４０　へお電話ください。

　③　音声案内が流れますので、「１」の後に「２」を押してください。

　④　担当者に「西ノ島町での相談予約」とお伝えください。

　⑤　担当者の質問にお答えください。

　⑥　予約日時、必要書類等をお伝えします。

広報西ノ島 5月号　16

お知らせ

カラー舗装を行いました
　西ノ島小中学校下の町道４６７号線を通学路の安全対策の一環としてカラー舗装をいたしました。家が立ち並
んでおり歩道の整備が困難な道路において、交通事故防止を図るため用いられる対策です。
　カラー舗装は歩行者と自動車の通行区分を視覚的に分離が出来るため、運転者に対し注意喚起及び速度抑制の
効果があります。
　引き続き通学路については同様の工事を進めていく予定としています。車を運転される方におかれましては、
カラー舗装を施工した箇所を通行される際にはくれぐれも安全運転をされますようお願いいたします。

　産業振興奨励事業について、以下のとおり公募を行います。
　今年度中の事業実施を希望する方は、要件等をご確認のうえ、産業振興課までお申込みください。

１．対象となる事業の要件
　　・水産、農林、商工観光の研究、企業化、実用化等であること
　　・事業開発等審査委員会の審査を受け、審査基準をクリアすること　等
２．申請者の要件
　　本町の住民及び居住地が本町にある者　等
３．奨励金の上限等
　　予算の範囲内とさせていただきます。
４．応募の方法
　　所定の申請様式に必要書類を添付のうえ、お申込みください。
　　様式について詳しくは産業振興課までお問い合わせください。
5．応募の締切
　　６月１２日（金）までに、申請予定である旨を産業振興課までお知らせいただいた上、
　　６月１９日（金）までに、書類一式を提出してください。
　　※申請書は締切までに記載内容、添付書類等に不備のないもののみ受付けます。
　　　見積書等手配に時間の掛かるものもありますので、余裕をもってご準備ください。
６．事業開発等審査委員会　７月中に開催予定
７．お問い合わせ先　　　　西ノ島町役場　産業振興課　６－１２２０
８．その他　　　　　　　　公募は、年度ごとに原則 1回限りとしますので、ご注意ください。

産業振興奨励事業の募集について

　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　【対　策　前】 【対　策　後】

カラー舗装部分
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令和２年度　出張年金相談の予約について

会場：黒木公民館　
　令和 2 年度

　　年金相談日

7 月 9 月 11 月 1 月 3 月
２９日 ( 水 ) １６日 ( 水 ) 25 日 ( 水 ) 20 日 ( 水 ) 17 日 ( 水 )

相談開始時間
13：00 ～

15：30
13：00 ～

15：30
13：00 ～

15：30
14：00 ～

16：30
13：00 ～

15：30

西ノ島町の皆さん「成年後見制度」をご存じでしょうか？

　成年後見制度とは、認知症や障がいなどによって判断能力が十分でない方の権利を守る援助者（成

年後見人等）を選ぶことで、本人を法律的に支援する制度です。今回、より多くの町民の方に成年後

見制度について知ってもらうことで、自分や家族の権利、財産を守るために理解してもらえるよう弁

護士による、学べる研修会を開催します。成年後見制度という言葉を全く聞いたことがない、あるい

は聞いたことはあるけど、内容までは知らないという方を対象とした基礎的な内容です。

出張年金相談での年金手続き・ご相談は予約制となります。
相談を希望される方は、相談日の前日までに、下記の手順により松江年金事務所へご予約をお願いします。

※年金相談は事前に予約があった方のみ対象となります。予約なしで来場された場合は、相談をお受けできない場合が

　あります。

※予約時間を 10 分以上経過してもご来場がない場合は、他のお客様の相談を行う場合があります。

※当日のフェリーが欠航した場合、中止になる場合があります。

※新型コロナウイルス感染状況等によっては中止となる場合もございますのでご了承ください。

ご予約ダイヤル　かんたん予約の手順　　

　予約番号や必要書類等をお伝えします。メモ等をご準備の上おかけください。―

　①　年金手帳など基礎年金番号のわかるものをご準備ください。

　②　松江年金事務所　０８５２－２３－９５４０　へお電話ください。

　③　音声案内が流れますので、「１」の後に「２」を押してください。

　④　担当者に「西ノ島町での相談予約」とお伝えください。

　⑤　担当者の質問にお答えください。

　⑥　予約日時、必要書類等をお伝えします。
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イギリスのお城シリーズ ～ 第３弾 ～

国際交流員
ウォン・チンイン・クレオ

ハンプトン・コート宮殿　英：Hampton Court Palace

ヘンリー８世（英：Henry VII I）とは？

ハンプトン・コート宮殿はロンドン南西部のリッチモンド・アポン・テムズ（英：Richmond upon 
Thames）と言う町に建てられた、昔の王宮です。宮殿は今、町の主要な観光名所として一般公開 をして
いますが、以前はあの６度も結婚していた国王、ヘンリー８世（英：Henry VIII）やステュアート朝（英：
Stuart period、１６０３～１７１４年）のウィリアム３世（英：William III）などの君主が住んでいた豪華
な宮殿でした。

　風薫る五月となりました。皆さんお元気でお過ごしですか。

　今回はイギリスのお城シリーズの第３弾で、イングランドにある「ハンプ

トン・コート宮殿」を紹介したいと思います。ハンプトン・コートは私のお

気に入りの宮殿の一つで、イギリスでのおすすめ観光地の一つです。宮殿は

ロンドンの中心部から電車で約１時間しかかかりませんし、ガイドツアーや

日本語で使える音声ガイドもあります。今は海外への渡航を勧めることはで

きませんが、落ち着いてからはぜひこの宮殿へ行ってみてください！

※ハンプトン・コート宮殿の正門

ハンプトン・コート宮殿には色んな見どころと物があります！ここの大広間（英：The Great Hall）は中
世英国王室史で最も美しい広間と呼ばれています。きちんと管理されているタペストリーや紋章の彫刻、それ
にキレイなステンドグラスなど、大広間に入った瞬間はまるでテューダー朝（英：Tudor period、１４８５
～１６０３年、ヘンリー８世とその家族が活躍していた王朝）にタイムスリップしたような感じがします。外
の庭園には豪華な噴水と世界的に有名な迷路園があり、幽霊もたくさんいると言われていますよ（笑）！

ヘンリー８世は１５０９年～１５４７年に在位していたイングランド王です。
若いときは身長が高く、音楽造詣も深く、スポーツ（特に英語で Jousting( ジャ
ウスティング ) と言う「馬上槍試合 ( ばじょうやりじあい )」と中世ヨーロッパで
流行っていたコート・テニス）にも優れていたと言われています。しかし、馬上
槍試合で怪我をして肥満になり、健康状態が悪くなりました。その関係で情緒不
安定になり、無慈悲な王になったと伝えられています。ヘンリー８世と彼の皇后
たちを題材とした小説やテレビドラマと舞台も数少なくありません。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘンリー 8 世の絵とのツーショット→

※現在は新型コロナウイルス感染拡大防止のため臨時休業中です。

広報西ノ島 5月号　18

お知らせ

POLICE 通信POLICE 通信POLICE 通信
こんにちは、浦郷警察署です。

５月は、交通安全県民運動の「自転車マナーアップ運動」の月間です。　

浦郷警察署
６－０１２１

１. 運動の目的
　自転車を利用するときの正しい通行方法等を広く県民に周知し、交通ルールの遵守と交通マナーの実践

を促進することにより、自転車乗車中の交通事故防止と自転車利用者による危険・迷惑行為を防止するこ

とを目的としています。　

２. 運動の期間
　令和２年５月１日（金）から５月 31日（日）まで

３. 運動の重点項目
　○　自転車利用時の交通ルールの遵守とマナーの実践

　○　自転車の点検整備と損害賠償責任保険加入の励行

　○　中学生・高校生を中心とした安全指導の徹底　　　

４. 自転車安全利用五則

　１.自転車は、車道が原則、歩道は例外

　２. 車道は左側を通行

　３. 歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行

　４. 安全ルールを守る

　　○　飲酒運転、二人乗り、並進の禁止

　　○　夜間はライトを点灯

　　○　交差点での信号遵守と一時停止・安全確認

　５. 子供はヘルメットを着用

隠
岐
汽
船
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
改
定
健
康
増
進
法
に
よ
る
「
受
動
喫
煙

防
止
法
」
本
年
４
月
１
日
よ
り
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行
に
伴

う
、
フ
ェ
リ
ー
船
内
の
禁
煙
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
各
フ
ェ
リ
ー
は
第
２
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設
に
該
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し

こ
の
規
則
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
に
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り
、
現
在
の
２
等
室
、
特

２
等
室
、
１
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に
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え
、
特
等
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、
特

別
室
ま
で
の
全
室
、
ま
た
船
上
デ
ッ
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も

全
て
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と
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た
し
ま
す
。

　
法
の
施
行
を
前
に
、
ド
ッ
ク
期
間
中
、

各
フ
ェ
リ
ー
喫
煙
室
の
移
設
ま
た
は
改
造

を
行
い
ま
し
た
（
デ
ッ
キ
の
灰
皿
は
撤
去

し
ま
し
た
）。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
４
月
１
日
か
ら
お
煙

草
は
フ
ェ
リ
ー
船
内
の
喫
煙
室
の
み
喫
煙

可
能
と
な
り
ま
す
。
ま
た
電
子
煙
草
等
も

同
様
の
扱
い
と
な
り
ま
す
。

　【
喫
煙
室
】

・
フ
ェ
リ
ー
お
き
　

　
　
客
室
フ
ロ
ア
１
階
　（
現
行
と
同
じ
）

・
フ
ェ
リ
ー
く
に
が

　
　
客
室
フ
ロ
ア
２
階
（
船
尾
側
）

・
フ
ェ
リ
ー
し
ら
し
ま

　
　
客
室
フ
ロ
ア
２
階
（
船
尾
側
）

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
　
隠
岐
汽
船
㈱
　
電
話
２
―
１
１
２
２
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イギリスのお城シリーズ ～ 第３弾 ～

国際交流員
ウォン・チンイン・クレオ

ハンプトン・コート宮殿　英：Hampton Court Palace

ヘンリー８世（英：Henry VII I）とは？

ハンプトン・コート宮殿はロンドン南西部のリッチモンド・アポン・テムズ（英：Richmond upon 
Thames）と言う町に建てられた、昔の王宮です。宮殿は今、町の主要な観光名所として一般公開 をして
いますが、以前はあの６度も結婚していた国王、ヘンリー８世（英：Henry VIII）やステュアート朝（英：
Stuart period、１６０３～１７１４年）のウィリアム３世（英：William III）などの君主が住んでいた豪華
な宮殿でした。

　風薫る五月となりました。皆さんお元気でお過ごしですか。

　今回はイギリスのお城シリーズの第３弾で、イングランドにある「ハンプ

トン・コート宮殿」を紹介したいと思います。ハンプトン・コートは私のお

気に入りの宮殿の一つで、イギリスでのおすすめ観光地の一つです。宮殿は

ロンドンの中心部から電車で約１時間しかかかりませんし、ガイドツアーや

日本語で使える音声ガイドもあります。今は海外への渡航を勧めることはで

きませんが、落ち着いてからはぜひこの宮殿へ行ってみてください！

※ハンプトン・コート宮殿の正門

ハンプトン・コート宮殿には色んな見どころと物があります！ここの大広間（英：The Great Hall）は中
世英国王室史で最も美しい広間と呼ばれています。きちんと管理されているタペストリーや紋章の彫刻、それ
にキレイなステンドグラスなど、大広間に入った瞬間はまるでテューダー朝（英：Tudor period、１４８５
～１６０３年、ヘンリー８世とその家族が活躍していた王朝）にタイムスリップしたような感じがします。外
の庭園には豪華な噴水と世界的に有名な迷路園があり、幽霊もたくさんいると言われていますよ（笑）！

ヘンリー８世は１５０９年～１５４７年に在位していたイングランド王です。
若いときは身長が高く、音楽造詣も深く、スポーツ（特に英語で Jousting( ジャ
ウスティング ) と言う「馬上槍試合 ( ばじょうやりじあい )」と中世ヨーロッパで
流行っていたコート・テニス）にも優れていたと言われています。しかし、馬上
槍試合で怪我をして肥満になり、健康状態が悪くなりました。その関係で情緒不
安定になり、無慈悲な王になったと伝えられています。ヘンリー８世と彼の皇后
たちを題材とした小説やテレビドラマと舞台も数少なくありません。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘンリー 8 世の絵とのツーショット→

※現在は新型コロナウイルス感染拡大防止のため臨時休業中です。
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わがとこにゅうす
編 集 後 記

第１回地域おこし協力隊
山中　淳子

　わがとこにゅうす 
　 西ノ島チャンネル（11 ＣＨ）で放映中の情報番組。
　 第１回目は 2018 年 6 月放送。西ノ島の伝統行事や地域のイベント、
　 西ノ島で活動している人たちにスポットをあて制作。

　●　最新放送　・・・　毎日７時、１７時、２１時～
　●　再放送　    ・・・　毎日２２時～　

　
は
じ
め
に
　

　
広
報
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ぶ
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で
す
。
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域
お
こ

し
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力
隊
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す
。

　
昨
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に
仙
台
か
ら
西
ノ
島
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て
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ま
し
た
が
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、
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が
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に
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す
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番

組
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携
わ
っ
て
い
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す
。

　
町
民
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　 「
集
落
支
援
員
の
活
動
」

　
新
型
コ
ロ
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ウ
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ル
ス
の
影
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で
、
イ
ベ
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ト
な
ど
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撮
影
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定
も
大
方
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も
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初
め
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と
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が
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＆
思
い
出
も
つ

ま
っ
て
い
る
映
像
で
す
。

春菊を採る様子 山椒の葉

わがとこにゅうす vol.16 （4 月放送）　 

●　西ノ島中学校卒業式 
○　集落支援員の活動
●　西ノ島の春

 ●「西ノ島チャンネル」「わがとこにゅうす」取材協力団体・個人募集中 ☎ 08514-6-0105 kikakuzaiseika@town.nishinoshima.shimane.jp（企画財政課）

　　　　　　わがとこにゅうす vol.17 (5 月放送予定 )

　　西ノ島小学校入学式 / 春の交通安全運動
西ノ島の春 vol.2

×

広報西ノ島 5月号　20

★漁業種類：沿岸漁業（まき網漁）
☆給　　与：基本給 月 23 万円
　　　　　　（各種手当・賞与有）
★福利厚生：船員保険他 退職共済等
☆休　　日：毎週土曜日
　　　　　　（＋悪天候の日）
★休　　暇：GW、お盆、年末年始

未経験で心配な方でも、
漁業体験ができます！！
ご連絡お待ちしています。

～ お問い合わせ先 ～
株式会社 一丸

TEL：08514-6-0898
島根県隠岐郡西ノ島町大字浦郷 720

漁師募集 ! !
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協
力
隊
だ
と
認
識
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
目
が
悪
い
の

と
、
眩
し
い
の
が
苦
手
で
よ
く
眉
間
に
し
わ
が
寄
っ
て
い
ま
す
が

機
嫌
が
悪
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
！

　
さ
て
、
い
よ
い
よ
い
わ
が
き
の
シ
ー
ズ
ン
。
２
年
前
に
食
べ
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
、
好
き
な
食
べ
物
上
位
に
入
る
牡
蠣
！

　
３
月
は
活
魚
倶
楽
部
さ
ん
に
い
わ
が
き
共
同
作
業
場
へ
連
れ
て

い
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
サ
イ
ズ
に
わ
か
れ
て
水
槽
に
入
っ
て

い
て
、
大
き
い
も
の
で
６
０
０
g
、
な
ん
と
私
の
手
と
同
じ
く
ら

い
の
大
き
さ
。
一
口
で
は
食
べ
ら
れ
ま
せ
ん
！

　

獲
れ
た
い
わ
が
き
は
水
槽
に
移
す
前
、
ひ
と
つ
ひ
と

つ
手
作
業
で
き
れ
い
に
磨
か
れ
ま
す
。
今
ま
で
当
た
り

前
の
よ
う
に
毎
日
ご
飯
を
口
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
西

ノ
島
へ
来
て
一
次
産
業
が
前
よ
り
身
近
に
な
り
、
自
分

が
食
べ
物
を
口
に
す
る
ま
で
に
い
ろ
ん
な
人
が
関
わ
っ

て
い
る
ん
だ
な
と
実
感
し
ま
し
た
。

　
活
動
と
は
別
で
す
が
浦
郷
丸
の
進
水
式
に
も
行
き
ま

し
た
。
初
め
て
の
餅
投
げ
で
す
！
お
金
が
入
っ
て
い
る

と
聞
い
て
期
待
し
て
い
ま
し
た
が
キ
ャ
ッ
チ
で
き
ず
…

し
か
も
ま
あ
ま
あ
の
勢
い
で
飛
ん
で
く
る
の
で
び
っ
く

り
。

　
餅
投
げ
に
参
加
さ
れ
る
人
数
が
昔
よ
り
も
だ
い
ぶ
少

な
く
な
っ
た
と
聞
き
、
ち
ょ
っ
と
さ
み
し
く
な
り
ま
し

た
。
こ
の
文
化
が
で
き
る
だ
け
長
く
続
け
ば
い
い
な
と

思
い
ま
す
。

【お問い合わせ先】
株式会社エスマイル 島根事業部

TEL：0853-20-7033
https://www.ssmile.co.jp

勤務地：スイング島前薬局
〒 684-0303 西ノ島町美田 2068-2

医療事務スタッフ
募集中

◆ 資格・経験不問 ◆
　まずはお気軽に

ご相談ください！

西ノ島町の広報誌に広告を

掲載してみませんか？

●お店の紹介

●イベント広告

●メンバー募集

●ひと月だけでもＯＫ

興味のある方は西ノ島町役場
企画財政課 6-0105 まで
お問い合わせください。

※掲載スペースには限りがありますので、
　申込多数の場合は先着順とさせて頂きます。
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わがとこにゅうす
編 集 後 記

第１回地域おこし協力隊
山中　淳子

　わがとこにゅうす 
　 西ノ島チャンネル（11 ＣＨ）で放映中の情報番組。
　 第１回目は 2018 年 6 月放送。西ノ島の伝統行事や地域のイベント、
　 西ノ島で活動している人たちにスポットをあて制作。

　●　最新放送　・・・　毎日７時、１７時、２１時～
　●　再放送　    ・・・　毎日２２時～　

　
は
じ
め
に
　

　
広
報
で
は
お
ひ
さ
し
ぶ
り
で
す
。
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
山
中
淳
子
で
す
。

　
昨
年
の
秋
に
仙
台
か
ら
西
ノ
島
に
来
て
半
年

が
経
ち
ま
し
た
が
、業
務
と
し
て
は
西
ノ
島
チ
ャ

ン
ネ
ル
、
主
に
「
わ
が
と
こ
に
ゅ
う
す
」
の
番

組
制
作
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
に
、「
西
ノ
島
チ
ャ
ン
ネ
ル
」

「
わ
が
と
こ
に
ゅ
う
す
」
を
、
よ
り
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
西
ノ
島
チ
ャ

ン
ネ
ル
の
紹
介
や
、
西
ノ
島
ビ
ギ
ナ
ー
の
私
目

線
で
、
取
材
・
撮
影
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
な

ど
を
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
お
付
き
合
い
く
だ
さ
い
♬

　
わ
が
と
こ
に
ゅ
う
す 

ｖ
ｏ
ｌ
．
16
よ
り
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

　 「
集
落
支
援
員
の
活
動
」

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
イ
ベ
ン

ト
な
ど
の
撮
影
予
定
も
大
方
キ
ャ
ン
セ
ル
に

な
っ
た
３
月
。
そ
の
よ
う
な
中
で
し
た
が
、
今

回
は
地
域
に
根
付
い
た
活
動
を
行
わ
れ
て
い
る

集
落
支
援
員
の
方
々
の
活
動
を
取
材
し
ま
し

た
。

　
西
ノ
島
に
移
住
し
て
か
ら
の
秋
・
冬
の
間
は
、

も
っ
ぱ
ら
浦
郷
周
辺
の
み
で
活
動
し
て
い
ま
し

た
が
、
初
め
て
出
か
け
た
珍
崎
・
三
度
エ
リ
ア

（
野
菜
集
荷
、
移
動
販
売
エ
リ
ア
の
一
部
）
の

景
色
の
美
し
さ
や
暮
ら
す
人
た
ち
の
温
か
さ
に

胸
が
じ
ー
ん
と
し
ま
し
た
。

　
珍
崎
エ
リ
ア
で
野
菜
づ
く
り
を
さ
れ
て
い
る

皆
さ
ん
も
、
初
め
て
会
っ
た
私
に
と
て
も
親
切

に
し
て
く
れ
、
畑
に
興
味
が
あ
る
私
に
春
菊
を

採
る
体
験
を
さ
せ
て
く
れ
た
り
、
野
菜
づ
く
り

の
こ
と
を
お
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
西
ノ
島
に
来
て
初
め
て
む
か
え
た
春
で
す

が
、
秋
・
冬
の
間
に
自
分
の
心
に
捲
か
れ
た
種

か
ら
芽
が
出
た
よ
う
な
、
新
鮮
な
気
持
ち
に

な
っ
た
取
材
体
験
で
し
た
。（
新
し
い
気
持
ち

に
な
る
の
は
、
い
つ
も
「
人
」
が
き
っ
か
け
で

す
！
）

　
珍
崎
・
三
度
エ
リ
ア
で
暮
ら
す
人
た
ち
と
は
、

そ
の
後
も
き
っ
か
け
を
頂
き
、
新
ワ
カ
メ
の
収

穫
を
見
学
し
た
り
、
山
椒
の
葉
や
タ
ラ
の
芽
の

採
集
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
り
、
春
の
到
来
と
共

に
、
憧
れ
て
い
た
暮
ら
し
に
一
歩
近
づ
い
た
嬉

し
さ
が
あ
り
ま
し
た
。

　「
西
ノ
島
の
春
」

　
長
年
ペ
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
で
し
た
が
、
講

習
の
結
果
、
３
月
よ
り
ひ
と
り
で
ク
ル
マ
の
運

転
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
！ 

行
動
範

囲
が
広
が
っ
た
お
か
げ
で
、
ひ
と
り
で
景
勝
地

に
出
か
け
て
撮
影
も
で
き
る
よ
う
に
。
フ
ェ

リ
ー
の
カ
ラ
ー
テ
ー
プ
で
の
お
見
送
り
場
面
、

一
足
先
に
咲
い
た
山
桜
、
絶
景
ス
ポ
ッ
ト
な
ど

を
撮
影
し
ま
し
た
が
、
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
喜
び
＆
思
い
出
も
つ

ま
っ
て
い
る
映
像
で
す
。

春菊を採る様子 山椒の葉

わがとこにゅうす vol.16 （4 月放送）　 

●　西ノ島中学校卒業式 
○　集落支援員の活動
●　西ノ島の春

 ●「西ノ島チャンネル」「わがとこにゅうす」取材協力団体・個人募集中 ☎ 08514-6-0105 kikakuzaiseika@town.nishinoshima.shimane.jp（企画財政課）

　　　　　　わがとこにゅうす vol.17 (5 月放送予定 )

　　西ノ島小学校入学式 / 春の交通安全運動
西ノ島の春 vol.2

×
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５
月
分
の
納
期
限
は
６
月
１
日(

月
）
で
す
。

（
定
期
口
座
振
替
日
は
５
月
28
日
（
木
）、
再
振
替

日
は
６
月
10
日
（
水
）
で
す
。）

　
納
税
通
知
書
等
で
金
額
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
今

一
度
、
通
帳
残
高
を
お
確
か
め
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
税
金
・
各
種
料
金
等
に
は
納
め
忘
れ
が
な
い
、『
口

座
振
替
』
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

　
納
付
等
に
関
す
る
ご
相
談
は
町
民
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。 税

務
・
保
険
年
金
係
か
ら
の
お
知
ら
せ

担
当
課

納
期
限

税
金
・
各
種
料
金

町
民
課

６-

０
１
０
３

６
月
１
日（
月
）
●
固
定
資
産
税
　
１
期

●
軽
自
動
車
税

●
国
民
健
康
保
険
料
　
２
期

（
令
和
２
年
３
月
届
出
分
）（
敬
称
略
）

「
ふ
る
さ
と
西
ノ
島
基
金
わ
が
と
こ
」
に
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

「
ふ
る
さ
と
西
ノ
島
基
金
わ
が
と
こ
」
に
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

　
寄
付
者
：
２
，
８
１
９
名

令
和
元
年
度
分
寄
付
金
総
額
（
３
月
末
現
在
）

　
　
４
９
，
８
０
０
，
２
５
９
円

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。企

画
財
政
課

社員募集

まずはお気軽にお電話ください。

電話：６－０２２１
西ノ島建設（株）

・土木作業員、土木管理者

・事務員（パソコン入力作業等
　　　　　　未経験者もOK！）

中澤空調

家庭の設備でお困りでしたら、

まずはお気軽にお電話ください !

090ー4651ー9208
08514ー6ー1288
中澤　裕一郎

西ノ島町浦郷 208 ー 7
電 話：
FAX：
代 表：

・エアコンでお困りのこと

・電気でお困りのこと

　
西
ノ
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
次
の

方
々
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

謹
ん
で
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

香
典
返
し
と
し
て

金
一
封
　
常
盤
　
茂
　
　
　
様
　
赤
ノ
江

金
一
封
　
藤
森
　
和
夫
　
　
様
　
波
　
止

金
一
封
　
木
村

　信
夫
　
　
様
　
小
　
向

一
般
寄
付
と
し
て

金
一
封

　
齋
藤

　
幸
子

　
　
様

　
東
京
都

ご
　
芳

　
志

戸  

籍  

の  

窓

古民家カフェ

&ゲストハウス

手作りスイーツ・ランチ・おべんとう

営業日：月～金

美田大山 1757（旧大山会館）

08514-2-2363

す
こ
や
か
に

亀
谷

　
　楓

か
え
で

　
　
　
　
　
　
　船

　越

(

正
明

文
葉

升
谷

　春は
る
の乃

　
　
　
　
　
　
　浦

　郷

(

圭
吾

美
奈

お
し
あ
わ
せ
に

　

小
島

　翔
吾

　
　
　
　
　船

　越

中
上

　ひ
と
み

　
　
　
　浦

　郷

(

広報西ノ島 5月号　22

西ノ島町コミュニティ図書館

いかあ屋通信 vol.25

【お問い合わせ先】
　西ノ島町コミュニティ図書館　　〒 684-0211 島根県隠岐郡西ノ島町浦郷 67-8
　TEL：08514-2-2422　FAX：08514-2-2423　MAIL：ikaya@nishinoshimalib.jp

【 臨時休館のお知らせ 】

５月１４日（木）　臨時休館

連休中は毎日開館しておりますので、ご利用ください。

　いかあ屋は、新型コロナ感染拡大防止のため、利用制限をさせていただいております。皆様
には、ご不便、ご迷惑をおかけしてし、申し訳ありません。
新型コロナウィルスの収束を願いつつ、職員一同、図書館内の整備をしながら、皆様にご利用
いただける日が早く来ることを祈っております。

      　　　真 野 理 佳　　　　　　　小 櫻 真 紀
　　　　　前 田 幸 子　　　　　　　清 水 裕 子
　　　　　橋元 香緒里　　　　　　  近 藤 里 香
　　　　　坂 下 杏 子　　　　　　　小 川 沙 紀
　　　　　喜田 幸之介　　　　　
　　＊隣接する放課後児童クラブと兼務もしております。

～ 令和 2 年度職員のご紹介 ～

よろしくお願いいたします。

　☆できること
　　○貸出、返却
　　　　ただし、滞在時間があまり長くならないようお願い
　　　　致します。
　　　＊返却は、玄関前ポスト、観光協会、社会福祉協議会
　　　　返却ボックスもご利用できます
　　○予約、リクエスト、相互貸借（他の図書館から本を借りる）
　　　電話、ファックス、メールでもお受けします。
　　○コピー機の利用
　　○自動販売機の利用
　　　館内で飲むことはできませんので、お持ち帰りください。
　☆できないこと
　　◆各部屋の利用　◆長時間の滞在

～図書館の利用について～

～
図
書
館
を
利
用
す
る
際
の
お
願
い
～

館
内
に
入
る
と
き
は
手
指
の
消
毒
を
し
て
く
だ
さ
い
。

咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

職
員
は
マ
ス
ク
を
し
て
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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25　広報西ノ島５月号

各 種 広 告

がんばっど！西ノ島

職 員 募 集
看護師 ・ 介護職員 ・ 調理員

短時間でも１週間に数日でもＯＫ！
介護福祉士・介護職員初任者研修（旧２級ヘルパー）・
調理師等の資格者は優遇します。
詳しいことはホームページをご覧下さい。
まずは下記までお電話下さい。

社会福祉法人西ノ島福祉会事務局 （西ﾉ島町宇賀６９７）

電話 ７－８１１６

ホームページ http//www.nishinoshima-fukushikai.com/

タクシー運転手
　　募集

働いてみようと思う方、

まずはお気軽にご相談下さい。

◆昼食有り

鏡谷タクシー
〒 684-0303
西ノ島町大字美田 2062-10

TEL：08514-7-8321
FAX：08514-7-8322

建物クリーニングは

（株）サンケイ隠岐支店
●新築及び中古住宅のクリーニング

●古家の内部・外部の木部洗いクリーニング

●フローリングの洗浄及びワックス工事

●新築住宅￥350/m2 ～　中古住宅￥500/m2 ～
　レンジフード￥7,000 ～　換気扇￥2,000 ～ 
　キッチン￥7,000 ～　　浴室￥5,000 ～
　エアコン洗浄￥8,000（2 台以上は￥7,000/ 台）
●窓ガラス、サッシ、トイレ、洗面所、ガスコンロ等々

TEL・FAX：6-1064
携帯：090-3153-2537

担当：山田　恵
やすふさ

總

その他クリーニング以外でも

お気軽にお問い合わせください。

いつでもお見積りに伺います。

船舶乗組員募集
＊募集人員：2名
＊資　　格：小型船舶操縦士免許
＊労働条件：労働協約・船員就業規則
　　　　　　によります
＊給与処遇：昇給・賞与は当社規定
　　　　　　によります
　　　　　　退職金制度あり
＊加入保険：船員保険適用
＊提出書類：履歴書
＊選考方法：面接

＊加入保険：船員保険適用

お申し込み・お問い合わせ先
隠岐観光株式会社
支配人　井上 志朗

TEL：08514-7-8412

AUTO CARE NETWORK
㈱エーシーエヌ　Car I Land

TEL:08514-2-2424
FAX:08514-2-2425

☆車検整備もお得です☆
早期ご予約・早期お預かりで割引あり！

どんとカード加盟店

車検整備でポイントゲット！（諸費用抜き）

西ノ島に鈑金・塗装工場が完成！

※クレジットカードでのお支払いは対象外です※

キ ズ・ ヘ コ ミ・ 事 故 修 理 は
エーシーエヌにお任せ下さい！

廃車引取は
原交通にお任せください !

※ 抹消登録には別途費用がかかります。
※ 動かせなくなった車は別途レッカー代
　 がかかります。

無料で引取
指定の場所に持ち込んでいただければ

致します。
～1年間限定のお試し価格～～1年間限定のお試し価格～

原交通有限会社
電話：08514-6-0056

D u e  t o 
COVID-19, 

to  go order only.

当選番号発表

■ 当選された方は、
 近くの加盟店までご連絡下さい。
■ ４月抽選の当選番号の引換期間は、
 ５月 1日（金）～２９日（金）です。

４月のラッキーカード抽選

あ組０１６５   あ組０２７７
あ組０４９８   あ組０５０１
あ組０５８２

どんとカード会商品券
2,000円商品券を５名様へ

どんとカード会

ご予約：当日の午前　 9:00-10:00

受取り：当日の午前 11:30-12:30

お食事処　あ　す　か
TEL:08514-6-0401

To Go ONLY
当面の間、テイクアウト（要予約）の

営業のみとさせて頂きます。

24　広報西ノ島 4 月号 広報西ノ島５月号　24

各 種 広 告

がんばっど！西ノ島

魚谷眼科医院
院長　魚谷　純　副院長　舩田雅之

午前　９：００～１２：３０
午後　３：００～   ６：００

☆土曜午後は２：００～５：００

鳥取県米子市上後藤２－３－３

（外浜街道・バス停後藤ヶ丘中学校前）

電話（0859）22-2246
ホームページ 

http://www.uotaniganka.com/

月 火 水 木 金 土
午前 ○ ○ ○ × ○ ○
午後 ○ ○ ○ × ○ △

●起きあがりが大変で、電動ベッ
　ドを使いたい。
●尿漏れが気になるので、失禁
　パンツを使ってみたい。
●長い距離が歩けなくなったの　
　で、電動カーに乗ってみたい。
●家に手すりなどを取り付けて
　欲しい。
など、介護のことは何でもご相談下さい。
【営業】月曜～土曜

朝８ ： ３０～夕方　５ ： ３０まで

※オムツなどの配達も承っており
ます。お気軽にお電話下さい。

電話　７－８２７２　担当　坂　大将

福祉用具のさか下水道接続工事は
ぜひ㈲坂設備に
御相談下さい！！

㈲坂設備
ＴＥＬ：７－８５１７
ＦＡＸ：７－８０４６

事務員募集 !
詳しくは下記にご連絡ください。

美容室
KA E D E

場所　別府港近く、別府駐在所前
携帯　090-7547-6233
　　   担当　原 日和

※ ご予約制（お電話下さい。）

～ ご高齢の方 ～
「出張カット」致します。

～ ご来店が難しい方 ～
「 無 料 送 迎 」致します。

島のほのぼの美容室
まつエクやってます♪

～ 従 業 員 募 集 ～

 ㈲ 山 下 土 木 工 事 所
　　　電話（７－８８２１　担当：近藤）

①現場作業員

　　一般土木、舗装工事に従事していただきます
　  条件：高卒程度、普通自動車免許所有

②現場管理者

　  パソコンにて資料作成、役所への対応等
　  工事と現場の管理をしていただきます
　   要資格：１級または２級土木施工管理技士

＜給与・休日＞
　当社規定による
　　事前に電話連絡の上、履歴書を
　　ご持参ください
　　　＊経験者優遇します

株 式 会 社  道 島 屋
ＴＥＬ　６－１７６８　ＦＡＸ　６－０４８９

ど う ま え 石 油 給 油 所・ ど う ま え レ ン タ カ ー
道島屋左官（左官業・上下水道業・管工事業・解体業）

どうまえ石油給油所
どんとカード会加盟店

ゴールデンウィークの営業時間は下記の通りです。
宜しくお願いいたします。

5/2 土 8:00 ～ 17:00
5/3 日 休　　　業
5/4 月 休　　　業
5/5 火 休　　　業
5/6 水 休　　　業
5/7 木 8:00 ～ 18:00
5/8 金 8:00 ～ 18:00
5/9 土 8:00 ～ 17:00
5/10 日 休　　　業

に し の し ま 歯 科
院長　髙井　智香

  ※日曜・祝日は休診

診察時間
午前　９：００～１２：００
午後　２：００～   ６：００

（土曜は午後休診）

電  話　６－１９８８

FAX　 ６－１９９０
浦郷（浦郷診療所２階）

　訪問診療をご希望の方は
　　ご連絡ください。診察について
　　ご不明な点があればお尋ねください。

月 火 水 木 金 土
午前 ○ ○ ○ ○ ○ ○
午後 ○ ○ ○ 訪問診療 ○ ×



25　広報西ノ島５月号

各 種 広 告

がんばっど！西ノ島

職 員 募 集
看護師 ・ 介護職員 ・ 調理員

短時間でも１週間に数日でもＯＫ！
介護福祉士・介護職員初任者研修（旧２級ヘルパー）・
調理師等の資格者は優遇します。
詳しいことはホームページをご覧下さい。
まずは下記までお電話下さい。

社会福祉法人西ノ島福祉会事務局 （西ﾉ島町宇賀６９７）

電話 ７－８１１６

ホームページ http//www.nishinoshima-fukushikai.com/

タクシー運転手
　　募集

働いてみようと思う方、

まずはお気軽にご相談下さい。

◆昼食有り

鏡谷タクシー
〒 684-0303
西ノ島町大字美田 2062-10

TEL：08514-7-8321
FAX：08514-7-8322

建物クリーニングは

（株）サンケイ隠岐支店
●新築及び中古住宅のクリーニング

●古家の内部・外部の木部洗いクリーニング

●フローリングの洗浄及びワックス工事

●新築住宅￥350/m2 ～　中古住宅￥500/m2 ～
　レンジフード￥7,000 ～　換気扇￥2,000 ～ 
　キッチン￥7,000 ～　　浴室￥5,000 ～
　エアコン洗浄￥8,000（2 台以上は￥7,000/ 台）
●窓ガラス、サッシ、トイレ、洗面所、ガスコンロ等々

TEL・FAX：6-1064
携帯：090-3153-2537

担当：山田　恵
やすふさ

總

その他クリーニング以外でも

お気軽にお問い合わせください。

いつでもお見積りに伺います。

船舶乗組員募集
＊募集人員：2名
＊資　　格：小型船舶操縦士免許
＊労働条件：労働協約・船員就業規則
　　　　　　によります
＊給与処遇：昇給・賞与は当社規定
　　　　　　によります
　　　　　　退職金制度あり
＊加入保険：船員保険適用
＊提出書類：履歴書
＊選考方法：面接

＊加入保険：船員保険適用

お申し込み・お問い合わせ先
隠岐観光株式会社
支配人　井上 志朗

TEL：08514-7-8412

AUTO CARE NETWORK
㈱エーシーエヌ　Car I Land

TEL:08514-2-2424
FAX:08514-2-2425

☆車検整備もお得です☆
早期ご予約・早期お預かりで割引あり！

どんとカード加盟店

車検整備でポイントゲット！（諸費用抜き）

西ノ島に鈑金・塗装工場が完成！

※クレジットカードでのお支払いは対象外です※

キ ズ・ ヘ コ ミ・ 事 故 修 理 は
エーシーエヌにお任せ下さい！

廃車引取は
原交通にお任せください !

※ 抹消登録には別途費用がかかります。
※ 動かせなくなった車は別途レッカー代
　 がかかります。

無料で引取
指定の場所に持ち込んでいただければ

致します。
～1年間限定のお試し価格～～1年間限定のお試し価格～

原交通有限会社
電話：08514-6-0056

D u e  t o 
COVID-19, 

to  go order only.

当選番号発表

■ 当選された方は、
 近くの加盟店までご連絡下さい。
■ ４月抽選の当選番号の引換期間は、
 ５月 1日（金）～２９日（金）です。

４月のラッキーカード抽選

あ組０１６５   あ組０２７７
あ組０４９８   あ組０５０１
あ組０５８２

どんとカード会商品券
2,000円商品券を５名様へ

どんとカード会

ご予約：当日の午前　 9:00-10:00

受取り：当日の午前 11:30-12:30

お食事処　あ　す　か
TEL:08514-6-0401

To Go ONLY
当面の間、テイクアウト（要予約）の

営業のみとさせて頂きます。
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2020 年 5月の行事予定

3

10
直接搬入受付
<9:00～16:00>

17

24
直接搬入受付
<9:00～16:00>

31

2

9

16

23

30

1

8
●リサイクル品(カン)収集

15

22

29

30
●全町燃えるごみ収集

７
●全町燃えるごみ収集

14
●全町燃えるごみ収集
●古紙（新聞紙及び
　折込チラシ）無料回収

21
●全町燃えるごみ収集

28
●全町燃えるごみ収集
●古紙（新聞紙及び
　折込チラシ）無料回収

29
昭和の日

6

13
●埋立ごみ収集（家電リ
サイクル製品を除く）
●小型家電無料回収

20
●リサイクル品(ビン)収集

27
●リサイクル品
　(ペットボトル )収集

28

5

12

19

26

27
●全町燃えるごみ収集

4
●全町燃えるごみ収集

直接搬入受付
<9:00～12:00>

11
●全町燃えるごみ収集

18
●全町燃えるごみ収集

25
●全町燃えるごみ収集

2020 年 3 月 31 日

■人口　　  2,751 人
■男　　     1,375 人
■女　　     1,376 人
■世帯数     1,524 世帯   
■ 65歳以上人口　1,283 人

西ノ島町の人口と世帯数

月　　　     　　火　　　　　　水　　　  　　木　　　     金　　　 　       土　　　　　  日

 大中　楽
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心
に
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の
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を
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ま
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！ 山根　大

たいせい

晴　くん
（浦郷）

平成 29 年 3 月 17 日生まれ 平成 29 年 3 月 10 日生まれ

食育の日

広報西ノ島がスマホでも読めます！
右のQRコードを読み込み、
無料アプリ「マチイロ」をダウンロード！

※配食サービスは土日以外実施していますが、
5/4( 月 )、5/5（火）はお休みしますので
ご了承ください。

乳がん検診 予約
（5/1 ～ 15）

西ノ島町コミュニティ図書館
臨時開館日

乳がん検診 予約受付（5/1 ～ 15）

乳がん検診 予約受付（5/1 ～ 15）

西ノ島町コミュニティ図書館
臨時開館日

西ノ島町コミュニティ図書館
臨時閉館日


